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菊
川
病
院
は

一
番
身
近
な「
救
世
主
」で
す
。

西
富
田
の
栗
原
勝
男
さ
ん
・
幸
江
さ
ん
夫
妻
（
16
ペ
ー
ジ
に
登
場
）
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新
た
な
４
年
間
の
ス
タ
ー
ト

　

今
、
わ
が
国
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
経
済
状
況
に
陥
り
、
私
た
ち
の

地
域
経
済
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

市
の
財
政
状
況
も
、
法
人
市
民
税
を
中
心

に
歳
入
の
落
込
み
が
予
想
さ
れ
、
大
変
厳
し

い
状
況
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
も

「
持
続
可
能
な
自
立
し
た
都
市
」
に
成
長
す

る
た
め
の
歩
み
を
止
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま

せ
ん
。

　

新
た
な
４
年
間
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
り
、

市
長
と
い
う
職
の
重
さ
に
あ
ら
た
め
て
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
を
し
て
い
ま
す
。

元
気
！　

菊
川
市

　

平
成
17
年
１
月
の
市
長
就
任
以
来
、「
選

択
と
集
中
」
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
も
と
、
市
民

満
足
度
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
何
ら
変
わ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
期
目
に
つ
き

ま
し
て
は
、
さ
ら
に
「
元
気
！　

菊
川
市
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
菊
川
市
の
、
そ
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
の
元
気
に
つ
な
が
る
施
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

元
気
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

  

そ
の
た
め
に
、
特
に
私
が
こ
れ
か
ら
の
重

点
項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
る
も
の
が
、
次
の

７
つ
で
す
。

▽
市
民
・
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

▽
行
財
政
改
革
の
推
進

▽
子
育
て
支
援･

教
育
環
境
の
整
備

▽
よ
り
よ
い
環
境
づ
く
り

▽
地
域
経
済
・
産
業
の
活
性
化

▽
主
要
地
方
道
掛
川
浜
岡
線
バ
イ
パ
ス
の
整
備

▽
市
立
総
合
病
院
の
安
定
運
営

　

こ
れ
ら
の
項
目
を
着
実
に
推
進
し
、「
住

ん
で
よ
か
っ
た
、
住
み
た
く
な
る
」
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
の
た
め
の
主
な
施
策
は

 

こ
れ
ら
７
つ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
主

な
施
策
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
市
民
・
地
域
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
で
は
、
現
在
、
小
笠
東
地
区
と
小
笠

南
地
区
に
建
設
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
が
間
も
な
く
完
成
し
ま
す
。

　

来
年
度
、
嶺
田
地
区
に
も
建
設
を
進
め
、

市
内
全
11
地
区
に
13
ヵ
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が
中
心
と
な
っ
た
地
域

づ
く
り
の
基
盤
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
づ
く
り
に
活
用
い
た
だ
く

交
付
金
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
ソ

フ
ト
面
か
ら
も
地
域
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
自
治
体
づ
く
り
に
は
欠
か
せ

な
い
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に
は
、
不
断

の
努
力
が
必
要
で
す
。
新
た
な
行
政
評
価
の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
る
な
ど
、
改
革
を
一
段

と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
生
活
を
送
れ
る
よ
う

「
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
整
備
」
を
進

め
ま
す
。

２期目

市長の抱負

住んでよかった
住みたくなる
まちづくりに向かって
菊川市の誕生から「市政のかじ取り役」を担ってきた太田市長による２期目の市政運営がスター

トしました。

ここでは、今後４年間のまちづくりを進めていくうえでの抱負を聞きました。

問合せ　企画政策課秘書情報係（☎35-0924）
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そ
の
た
め
、
私
立
保
育
園
の
園
舎
耐
震
補
強

事
業
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
計
画

的
に
小
中
学
校
の
施
設
整
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
学
童
保
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

を
図
る
と
と
も
に
、
入
院
時
の
医
療
費
助
成

を
中
学
３
年
生
ま
で
拡
充
し
、
保
護
者
の
医

療
費
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
な
ど
で
積

極
的
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
「
よ
り
よ
い

環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
基
本
計

画
を
策
定
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
環
境

施
策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
地
域
経
済
・
産
業
の
活
性
化
」
で
は
、

富
士
山
静
岡
空
港
の
開
港
を
機
に
、
交
流
人

口
の
増
加
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
機
を
と
ら
え
、
企
業
誘
致
や
雇
用
の

創
出
、
菊
川
茶
を
は
じ
め
と
し
た
農
産
物
、

工
業
製
品
の
販
路
拡
大
に
つ
な
げ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
の
一
体
性
と
市
民
の
融
和
に
向
け
、
最

重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
「
主
要
地
方
道
掛
川
浜
岡
線
バ
イ
パ
ス
の

整
備
」
は
引
き
続
き
、
県
と
市
と
が
共
同
で

道
路
築
造
を
進
め
ま
す
。

　
「
市
立
総
合
病
院
の
安
定
運
営
」
は
す
べ

て
の
市
民
の
願
い
で
す
。
こ
れ
ま
で
以
上
に

市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
の
中
心
的
役
割
を

担
い
、
地
域
医
療
全
体
の
質
の
向
上
を
目
指

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
域
の
病
院
を
守

り
育
て
る
た
め
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

菊
川
市
誕
生
５
周
年
を
迎
え
て

　

さ
て
、
来
年
度
は「
菊
川
市
誕
生
５
周
年
」

の
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
し
、

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
を
表
彰
し
、
そ
の
栄
誉
を
永
く
た

た
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
菊

川
市
出
身
の
皆
さ
ん
が
よ
り
「
郷
土
愛
」

「
故
郷
へ
の
誇
り
」
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
偉
大
な
先
人
の
遺
徳
を
広
く
紹
介
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
昨
年
、
県
か
ら
紹
介
を
受
け
ま

し
た
中
国
浙せ

っ
こ
う江

省
紹し

ょ
う
こ
う興

県
と
の
交
流
を
深
め
、

経
済
、
文
化
、
芸
術
な
ど
国
を
超
え
た
交
流

を
行
い
、
相
互
理
解
、
相
互
発
展
の
推
進
、

国
際
化
意
識
の
熟
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
創
る�

�

素
晴
ら
し
い
菊
川
市

  

「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
中
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
自
主
・
自
立
を
基
本
と
し
た
行

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
今
申
し
上
げ

ま
し
た
元
気
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
重
視

し
な
が
ら
、
第
１
次
総
合
計
画
で
掲
げ
た
菊

川
市
の
将
来
像
「
み
ど
り
次
世
代　

～
人
と

緑
・
産
業
が
未
来
を
育
む
ま
ち
」
の
実
現
に

向
か
っ
て
歩
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
共
に
汗
を
か
く
ま
ち
づ
く
り
」

の
理
念
の
も
と
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
菊
川
市
」
を
創
り
あ
げ

て
い
こ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

「
元
気
！ 

菊
川
市
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

２
期
目
の
市
政
運
営
を

全
力
で
進
め
て
ま
い
り
ま
す

太田順一（おおたじゅんいち）

昭和25年４月28日生まれ。國學院

大學経済学部卒。会社経営、旧菊

川町議、菊川町長を経て平成17年

初代菊川市長に就任。趣味は映画

鑑賞、旅行。座右の銘は「継続は

力なり」
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役
割
を
は
じ
め
、
産
科
、
小
児
科

や
救
急
な
ど
採
算
の
と
り
に
く
い

診
療
科
目
を
担
う
公
立
病
院
は
、

住
民
に
と
っ
て
「
命
の
砦
」
だ
。

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
絶
対

欠
か
せ
な
い
。

　

し
か
し
今
、
命
の
砦
の
土
台
は

「
崩
壊
寸
前
」。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な

ど
で
は
、
存
続
の
危
機
に
立
た
さ

れ
た
公
立
病
院
の
ニ
ュ
ー
ス
が
連

全
国
で
消
え
ゆ
く

公
立
病
院

　

全
国
各
地
で
市
立
・
町
立
な
ど

の
公
立
病
院
が
消
え
つ
つ
あ
る
。

  

こ
こ
５
年
間
で
地
方
自
治
体

（
県
・
市
町
村
）
の
運
営
す
る
病

院
は
85
も
減
少
。
逆
に
民
間
（
医

療
法
人
）病
院
は
33
増
え
て
い
る
。

　

へ
き
地
医
療
の
拠
点
と
し
て
の

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。

止
ま
ら
な
い

急
速
な
経
営
悪
化

  

不
採
算
に
な
り
や
す
い
診
療
科

目
を
担
う
公
立
病
院
は
、
赤
字
経

営
の
危
険
と
常
に
隣
り
合
わ
せ

だ
。

　

こ
こ
数
年
で
多
く
の
公
立
病
院

＊1「
吹
き
抜
け
の
あ
る
新
築
病
院
か
ら
医
師
が
い
な
く
な
る
―
」と
い
う
法
則
が
あ
る
。

今
、
全
国
の
公
立
病
院
の
多
く
が
深
刻
な
医
師
不
足
に
悩
ん
で
い
る
。

医
師
が
い
な
く
な
っ
た
病
院
は
た
だ
の「
箱
」。
ま
ち
に
残
る
の
は
建
物
に
費
や
し
た
莫
大
な
借
金
。

病
院
の
運
営
状
況
は
ま
ち
の「
健
康
」と「
財
政
」、
つ
ま
り
自
治
体
の「
命
」を
左
右
す
る
。

菊
川
市
民
の
命
の
砦

と
り
で「
菊
川
市
立
総
合
病
院
」も
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
し
て
い
る
。

わ
た
し
た
ち
は
菊
川
の
医
療
を
守
れ
る
の
か
。

●
問
い
合
わ
せ　
菊
川
市
立
総
合
病
院
経
営
企
画
室
（
☎
35
︲
２
１
３
７
）

＊ 1_ 全国の公立病院の経営に詳しい城
西大学の伊関友伸准教授（13 ページに
登場）が唱える法則　きれいで豪華な病
院には、本来なら地域のかかりつけ医の
診察を受けるべき軽い症状の患者まで外
来にやってくる。医師は建物の借金を返
すために多くの患者を診てヘトヘトにな
り退職するという考え。
＊ 2_ 新臨床研修制度　新人医師の研修
制度。それまで必ず出身大学医学部で
研修をしなければならなかったが、本制
度により任意の医療機関で研修ができる
ようになった。
＊ 3_ 診 療 報 酬 の 改 訂　 診療報酬は、
病院などの保険医療機関が行った医療
サービスの対価として受け取る報酬。診
療や治療ごとに点数が決められ1点 10
円で計算される。改定は 2年ごとに行わ
れ、16 年は国民医療費との対比でマイ
ナス１％、18 年はマイナス３.16％と過去
最大の下げ幅となり、病院経営に大きな
影響を及ぼしている。

命
の
砦「
菊
川
市
立
総
合
病
院
」が
Ｓ
Ｏ
Ｓ

守
れ
る
か
、
菊
川
の
医
療
。
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菊川市立総合病院 

■所在地　〒 439-0022
　静岡県菊川市東横地 1632
　TEL 0537-35-2135（代表）
　FAX 0537-35-4484
■診療科目　11 科（内科、小児科、   
　外科、　整形外科、脳神経 外科、
　産婦人科、眼科、耳鼻咽喉科、皮
　膚科、泌尿器科、　精神科 ）
■ 病 床 数　270 床（ 一 般 科 210 床、
　精神科 60 床）
　救急医療 二次救急告示病院（専用
　病床２床）  

区分
人口 10 万人当たりの病院・病床数 人 口 10 万

人当たりの
医師数（人）一般病床 精神病床 療養病床 総数

全　国 713.0 275.8 274.1 1,273.1 206.3
静岡県 589.8 190.6 299.5 1,086.3 170.0
中東遠 433.0 209.1 208.6 852.0 107.3

菊川市 421.9 120.5 ー 542.4 100.6

表１　医師数と病床数

最
低
レ
ベ
ル
と
い
え
る
（
表
１
）。

　

病
床（
ベ
ッ
ド
）数
、病
床
機
能

も
全
国
平
均
を
は
る
か
に
下
回
る
。

菊
川
市
の
医
療
過
疎
は
深
刻
だ
。

地
域
を
守
り
続
け
る

菊
川
病
院

　

菊
川
病
院
は
、
医
療
過
疎
地
域

で
あ
る
本
市
唯
一
の
病
院
。

　

昭
和
25
年
４
月
、
ベ
ッ
ド
数
20

床
の「
国
民
健
康
保
険
菊
水
病
院
」

と
し
て
開
院
し
た
。
36
年
４
月
に

は
小
笠
町
も
加
わ
り
、「
共
立
菊

川
病
院
」
に
改
称
。
平
成
10
年
３

月
、
現
在
地
に
新
築
移
転
し
、
一

般
科
２
１
０
床
、
精
神
科
60
床
、

計
２
７
０
床
の
菊
川
市
立
総
合
病

院
が
誕
生
し
た
。
診
療
科
目
は
内

科
、外
科
や
小
児
科
な
ど
全
11
科
。

前
身
の
菊
川
病
院
時
代
か
ら
59
年

間
に
わ
た
っ
て
、
菊
川
市
の
医
療

を
支
え
、
市
民
の
健
康
と
安
全
を

守
り
続
け
て
い
る
。

菊
川
病
院
に

黄
色
信
号
が
点
灯

  

多
く
の
公
立
病
院
同
様
に
、
菊

川
病
院
も
赤
字
経
営
を
強
い
ら
れ

て
い
る
。

　

病
院
事
業
会
計
の
収
支
は
、
16

年
度
ま
で
黒
字
を
維
持
し
て
き
た

が
、
17
年
度
か
ら
赤
字
に
転
換
。

19
年
度
は
４
億
６
千
万
円
の
赤
字

と
な
っ
た
。

　

収
支
悪
化
の
原
因
は
、
安
全
強

化
な
ど
医
療
の
質
を
高
め
る
た
め

に
投
じ
た
費
用
の
増
加
。
市
の
財

政
も
厳
し
い
中
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
の
減
少
も
、
そ
の
一
因

に
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。

岐
路
に
立
た
さ
れ
る

「
命
の
砦
」

　

菊
川
病
院
の
常
勤
医
は
15
年
に

比
べ
２
人
減
。
病
院
関
係
者
の
努

力
で
、
研
修
制
度
の
影
響
を
最
低

限
に
抑
え
て
は
い
る
が
、
残
っ
た

医
師
の
負
担
は
確
実
に
増
し
て
い

る
。

  

現
在
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
頑
張

り
で
、
急
激
な
収
支
の
悪
化
を
食

い
止
め
て
い
る
が
、
そ
の
先
に
見

え
て
い
る
の
は
決
し
て
明
る
い
も

の
で
は
な
い
。

　

財
政
問
題
と
医
師
不
足
。
二
つ

の
危
機
と
直
面
す
る
市
立
総
合
病

院
。「
命
の
砦
」
は
、
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
る
。

は
経
営
状
態
が
急
速
に
悪
化
し
、

深
刻
な
経
営
難
に
悩
ま
さ
れ
て
い

る
。
主
な
原
因
は
▽
医
師
不
足
▽

診
療
報
酬
の
改
定
▽
地
方
財
政
の

悪
化
―
な
ど
。

　

中
で
も
医
師
不
足
は
深
刻
だ
。

原
因
の
一
つ
は
平
成
16
年
に
導
入

さ
れ
た
「
＊２

新
臨
床
研
修
制
度
」。

同
制
度
に
よ
り
大
学
病
院
は
人
手

不
足
に
陥
り
、
地
方
の
公
立
病
院

な
ど
に
派
遣
し
て
い
た
医
師
を
呼

び
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

た
。
医
師
を
補
充
で
き
な
い
公
立

病
院
で
は
、
残
っ
た
医
師
の
負
担

が
倍
増
。
過
酷
な
勤
務
に
耐
え
ら

れ
ず
医
師
が
退
職
す
る
と
い
う
事

態
が
全
国
で
相
次
い
だ
。

　

診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
も

大
き
な
問
題
だ
。
財
政
難
に
あ
え

ぐ
地
方
自
治
体
は
、
赤
字
運
営
の

病
院
を
支
え
き
れ
ず
、
多
く
の
病

院
が
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て

い
る
。

菊
川
市
は
深
刻
な

医
療
過
疎
地

　

医
師
不
足
の
問
題
は
、
こ
こ
菊

川
市
、
中
東
遠
地
域
に
お
い
て
も

例
外
で
は
な
い
。

  

県
の
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医

師
数
は
お
よ
そ
１
７
０
人
。
47
都

道
府
県
中
39
位
と
下
位
に
位
置
す

る
。中
東
遠
地
域
、菊
川
市
は
さ
ら

に
低
く
、全
国
平
均
の
半
分
程
度
。

図１　一般会計繰入金と病院内部留保資金残高の推移
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　外来診察

　外来診察

▼
午
前
８
時
15
分　
勤
務
開
始

　
「
わ
た
し
は
平
成
６
年
か
ら
菊
川
病
院

に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
も
う
一
番
の
古
株

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
」
と
笑
う
久
保

田
晃
医
師
。
小
児
科
医
と
し
て
14
年
間
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
守
っ
て
き
た
。

　

午
前
中
は
初
診
外
来
。
看
護
師
と
打
ち

合
わ
せ
を
済
ま
す
と
、
さ
っ
そ
く
外
来
患

者
の
診
察
を
開
始
。

　

最
初
の
患
者
は
、
母
親
に
連
れ
ら
れ
た

女
児
。「
前
の
日
に
せ
き
が
ひ
ど
く
て
気

に
な
っ
た
か
ら
」
と
言
う
母
親
の
説
明
を

聞
い
た
久
保
田
医
師
は
慎
重
に
聴
診
器
を

当
て
る
。
の
ど
の
奥
も
調
べ
た
。
そ
し
て

「
特
に
問
題
な
い
で
し
ょ
う
。
大
丈
夫
で

す
よ
」
と
や
さ
し
く
語
り
か
け
る
。

　

続
い
て
訪
れ
た
の
は
小
学
生
の
男
児
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
疑
わ
れ
る
症
状
の
た

勤
務
医
の
32
時
間

外
来
か
ら
病
棟
回
診
、
当
直
、
救
急
、
手
術
ま
で

菊
川
市
民
の
命
を
守
る
医
師
が
危
な
い
。
激
務
と
い
わ
れ
る
医
師
の
実
際
の
仕
事

は
想
像
以
上
だ
。
わ
が
身
を
顧
み
ず
命
を
守
る
勤
務
医
の
32
時
間
に
密
着
し
た
。

▼
午
前
８
時
15
分　
勤
務
開
始

　

副
院
長
で
診
療
部
長
も
務
め
る
大
貫
義

則
医
師
。
外
科
医
だ
。

　

午
前
７
時
30
分
に
登
院
。
さ
っ
そ
く
白

衣
に
着
替
え
て
病
棟
へ
。
入
院
患
者
の
様

子
を
確
認
し
て
回
る
。

　
「
具
合
は
ど
う
。
食
欲
は
あ
り
ま
す
か
」

「
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
」

　

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
笑
顔
で
患
者

に
話
し
か
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
て
い
る
。

　

８
時
10
分
か
ら
朝
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。
打

ち
合
わ
せ
が
済
む
と
診
察
室
へ
。
外
来
患

者
は
一
日
平
均
二
十
数
人
。
待
ち
時
間
を

減
ら
し
て
一
人
で
も
多
く
の
人
を
診
察
す

る
た
め
に
、
看
護
師
や
検
査
部
門
と
連
携

は
欠
か
せ
な
い
。

　

外
来
の
受
け
付
け
は
午
前
11
時
ま
で
だ

❸ 8:15 ❷ 8:10 ❶ 8:40

❹ 9:00

❺ 7:50❻ 8:00

当
直
勤
務
の

久
保
田
晃
医
師

●
小
児
科

通
常
勤
務
の

大
貫
義
則
医
師

●
外
科

平 成 19 年 度 に 救 急 車 で 菊
川病院に搬送された救急患
者 は 1,154 人。 う ち 483 人

（41.9％）が入院している。

①のどの痛みを訴える女児を診察する②病棟での朝ミーティング③受け付け開始と同時に
大勢の患者が来院する④待合室はたちまち満員に⑤入院患者の容態を確認する大貫医師⑥
診療科目は 11 科目
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　予約診察など　当直業務開始

　手術　入院患者の診察など

め
、
感
染
の
有
無
を
検
査
し
た
。

　

午
後
は
予
約
患
者
の
外
来
診
察
。
曜
日

に
よ
っ
て
は
予
防
接
種
や
健
診
な
ど
も
行

う
。
風
邪
が
流
行
す
る
時
期
に
は
、
百
人

を
超
す
患
者
を
診
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
の
間
、
会
議
に
も
出
席
。
夕
方
か
ら

は
病
棟
に
向
か
い
、
入
院
患
者
の
様
子
を

診
て
回
る
。

▼
午
後
５
時　
当
直
開
始

　

当
直
の
時
間
に
な
っ
た
。
１
階
の
救
急

措
置
室
に
移
動
す
る
。

　

当
直
は
医
師
１
人
、
看
護
師
２
人
の
３

人
体
制
。
平
日
の
夜
間
や
休
日
な
ど
の
時

間
外
診
療
は
、
こ
の
限
ら
れ
た
人
員
で
対

応
す
る
。

　

午
後
６
時
30
分
、
突
然
鳴
り
響
く
電
話

の
音
に
緊
張
が
走
る
。
救
急
車
か
ら
の
受

け
入
れ
要
請
だ
。
高
血
圧
で
薬
が
欠
か
せ

な
い
と
い
う
高
齢
者
が
、
鼻
か
ら
の
出
血

を
訴
え
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
き
た
。
ま

だ
院
内
に
残
っ
て
い
た
耳
鼻
咽
喉
科
の
医

師
が
処
置
。
入
院
し
て
様
子
を
見
る
こ
と

に
な
り
、
看
護
師
が
車
い
す
で
病
室
へ
運

ん
だ
。

　

患
者
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
今
度

は
胸
の
痛
み
を
訴
え
る
男
性
が
駆
け
込
ん

で
き
た
。「
腕
も
し
び
れ
る
」
と
言
う
。

看
護
師
が
素
早
く
心
電
図
を
調
べ
る
。

　

検
査
中
に
も
電
話
は
鳴
り
響
く
。
が
、

対
応
で
き
な
い
。
た
ま
た
ま
立
ち
寄
っ
た

看
護
師
が
電
話
に
応
対
、事
な
き
を
得
た
。

　
「
患
者
さ
ん
が
続
け
て
来
る
と
手
い
っ

ぱ
い
。
重
傷
者
が
搬
送
さ
れ
た
ら
応
援
を

頼
ま
な
け
れ
ば
と
て
も
回
り
ま
せ
ん
」
と

看
護
師
は
話
す
。

が
、
正
午
過
ぎ
ま
で
受
け
付
け
を
済
ま
せ

た
患
者
が
列
を
つ
く
る
。
午
前
中
の
外
来

が
終
わ
っ
た
の
は
12
時
半
過
ぎ
。
休
憩
時

間
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

午
後
か
ら
手
術
が
行
わ
れ
る
。

　

外
来
を
終
え
た
大
貫
医
師
が
大
急
ぎ
で

執
務
室
に
戻
っ
て
く
る
。
手
術
の
開
始
時

刻
は
刻
一
刻
と
迫
る
。
患
者
の
カ
ル
テ
や

手
術
に
関
す
る
資
料
を
確
認
し
な
が
ら
わ

ず
か
な
時
間
で
昼
食
を
と
る
。

　

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
お
手
製
の
キ
ム

チ
丼
。「
普
段
は
お
に
ぎ
り
が
多
い
か
な
。

時
間
が
あ
る
と
き
は
カ
ッ
プ
麺
。
３
分
も
待

て
な
い
と
き
の
方
が
多
い
か
も
」
と
笑
う
。

　

手
術
を
行
う
医
師
は
最
低
３
人
。
看
護

師
２
人
と
合
わ
せ
、
５
人
体
制
で
臨
む
。

外
科
で
は
、
19
年
に
３
５
５
件
の
手
術
を

行
っ
た
。
手
術
の
種
類
に
よ
っ
て
異
な
る

が
、
大
掛
か
り
な
も
の
は
１
日
１
件
、
軽

い
も
の
な
ら
２
、３
件
こ
な
す
。

　

大
き
な
手
術
は
６
、７
時
間
に
も
及
ぶ
。

そ
の
間
、
医
師
は
立
っ
た
ま
ま
。
集
中
力

を
維
持
し
な
が
ら
の
作
業
は
並
大
抵
の
こ

と
で
は
な
い
。

▼
午
後
５
時　

　

手
術
は
無
事
終
了
し
た
。
し
か
し
、
医

師
の
休
憩
時
間
は
な
い
。

　

さ
っ
そ
く
手
術
に
関
す
る
書
類
を
作

成
。
そ
の
後
、
病
棟
に
向
か
い
、
入
院
患

者
の
カ
ル
テ
を
確
認
す
る
。
看
護
師
の
報

告
に
対
し
、
的
確
な
指
示
を
出
す
。
そ
し

て
回
診
す
る
。

　

診
察
終
了
後
は
、
そ
の
日
手
術
し
た
患

者
の
容
態
を
確
認
す
る
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
写

真
を
見
な
が
ら
若
手
医
師
を
指
導
、
よ
う

や
く
病
棟
を
後
に
す
る
。

⓯ 18:30 ⓬ 17:00 ❿ 15:00 ❼ 16:00

❽ 13:00

❾ 12:45

⓮ 14:00⓱ 18:30

⓰ 19:00 ⓭ 19:00 ⓫ 16:30

⑦夕方、入院患者の容態を確認。保護者に病状を説明する久保田医師⑧手術室⑨あわただしく昼食をとる大貫医師⑩忙しい合間をぬって会議に出席⑪ナース
ステーションで看護師に指示を出す久保田医師⑫救急入口の光は命の明かりだ⑬レントゲン写真を見ながら研究する若手医師⑭ここ数年、手術の件数は増え
続けている⑮この日最初の救急患者が搬送された⑯検査数値から容態を把握する看護師⑰入院患者を診察する大貫医師
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▼
午
後
７
時
30
分　
救
急
外
来

　

胸
が
痛
い
と
訴
え
る
男
児
が
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
る
。

　

検
査
の
結
果
、
異
常
は
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
。
久
保
田
医
師
は
、
保
護
者
に
診

察
結
果
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

　

患
者
が
途
切
れ
た
の
は
午
後
８
時
半
過

ぎ
。
久
保
田
医
師
は
「
当
直
は
月
に
１
、

２
回
。
加
え
て
夜
の
待
機
も
あ
り
ま
す
。

菊
川
病
院
で
は
、
ま
だ
当
直
中
に
倒
れ
た

医
師
は
い
ま
せ
ん
が
、
本
当
に
み
ん
な
よ

く
頑
張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
当
直

の
過
酷
さ
を
も
ら
す
。

▼
午
前
８
時
15
分　
当
直
業
務
終
了

　

こ
の
日
の
夜
だ
け
で
、
受
け
付
け
た
患

者
は
15
人
。
平
均
的
な
数
だ
と
い
う
。「
多

い
日
に
は
三
十
人
以
上
に
な
る
こ
と
も
あ

る
」
と
い
う
か
ら
驚
き
だ
。
結
局
、
久
保

田
医
師
は
仮
眠
さ
え
も
と
れ
な
か
っ
た
。

休
む
間
も
な
く
通
常
勤
務
へ
就
く
。

　
「
意
外
と
当
直
あ
け
の
日
は
大
丈
夫
な

ん
で
す
。
で
も
勤
務
を
終
え
て
家
に
着
い

た
と
た
ん
に
ガ
ク
ッ
と
き
ま
す
。
朝
起
き

た
と
き
、
出
勤
す
る
の
が
い
や
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
」
と
苦
笑
い
す
る
。

　

こ
の
日
の
外
来
診
察
は
、
も
う
一
人
の

小
児
科
医
、
関
井
克
行
医
師
が
行
う
。
久

保
田
医
師
は
入
院
患
者
の
診
察
に
回
る
。

　
「
医
師
が
一
人
だ
け
の
科
は
、
休
む
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
大
変
だ
と

思
い
ま
す
」

　

午
後
は
、た
ま
っ
て
い
た
書
類
を
整
理
。

午
後
５
時
15
分
、
32
時
間
の
勤
務
が
終
了

し
た
。

▼
午
後
９
時　
研
究
時
間

　

執
務
室
に
戻
っ
た
大
貫
医
師
は
机
に
向

か
う
と
、
医
療
に
関
す
る
資
料
を
引
っ
張

り
出
し
た
。

　
「
医
師
は
常
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
さ
ま
ざ
ま
な
図
書
を
読
ん
だ
り
、

学
会
に
参
加
し
た
り
し
て
、
最
新
の
医
学

や
医
療
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
研
さ
ん
を

積
む
こ
と
が
、
最
新
で
最
良
の
治
療
に
つ

な
が
る
の
で
す
」
と
き
っ
ぱ
り
。
さ
ら
に

「
菊
川
病
院
の
活
動
を
学
会
で
発
表
す
る

た
め
に
、
資
料
を
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
時
間
が
な
く

て
…
」
と
も
。

　

こ
の
日
、
大
貫
医
師
が
執
務
室
を
出
た

の
は
午
後
11
時
過
ぎ
。「
わ
た
し
は
単
身

赴
任
。
晩
ご
飯
は
冷
蔵
庫
の
も
の
を
適
当

に
。
医
師
だ
け
ど
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
は
良

く
な
い
な
あ
」
と
苦
笑
い
。
深
夜
の
病
院

を
後
に
し
た
。

　

や
っ
と
帰
宅
し
た
大
貫
医
師
だ
が
、
入

院
患
者
の
容
態
や
救
急
外
来
の
状
況
に

よ
っ
て
は
、
夜
中
で
も
呼
び
出
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
。
気
が
休
ま
る
こ
と
は

な
い
。

▼
午
前
８
時
30
分　
外
来
診
療

　

昨
夜
は
、
呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
な

く
、い
つ
も
通
り
に
出
勤
し
た
大
貫
医
師
。

さ
っ
そ
く
診
察
室
に
入
り
、
患
者
と
向
き

合
い
、
診
察
を
行
う
。

　

午
後
は
手
術
を
執
刀
。
手
術
を
終
え
て

間
も
な
く
午
後
５
時
15
分
を
迎
え
た
が
、

次
の
仕
事
に
と
り
か
か
る
。
今
夜
も
ま
だ

ま
だ
帰
れ
な
い
。

　当直業務　入院患者の診察・書類整備

　外来診察 　研究時間など

①胸の痛みを訴える子どもが救急車で搬送される②素早く心電図をとる看護師③検査の数値を待つ久保田医師と看護師④夜、資料を読んで勉強する大貫医師⑤この日救急車
で搬送された患者は３人だった⑥救急患者を手当している間にも電話は鳴り響く⑦暗闇に浮かび上がる病院。24 時間市民の命を守り続ける⑧ 32 時間勤務も後半。書類整理
を行う久保田医師⑨救急患者の家族に診察結果を説明する久保田医師⑩最後の患者を診察したとき、時計の針は午前４時 25 分を指していた⑪外来患者の診察を行う大貫医師

❽ 16:00 ❸ 19:35 ❶ 19:30

❷ 19:20

❹ 21:30❺ 24:00❻ 20:00

❼ 23:00

❾ 20:15❿ 4:25

⓫ 9:30
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医師・看護師を守る方策が必要 背水の陣の当直体制
  

医
師
の
過
酷
な
労
働
実
態
を
象
徴
す

る「
32
時
間
勤
務
」。当
直
で
な
い
日
も
、

状
況
し
だ
い
で
は
呼
び
出
さ
れ
る
。
心

ま
で
休
ま
る
「
本
当
の
意
味
で
の
休
日

は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
の
が
現
状
だ
。

　

そ
ん
な
勤
務
の
過
酷
さ
を
知
る
人
は

ど
れ
く
ら
い
い
る
だ
ろ
う
か
。
医
師
は

機
械
で
も
な
け
れ
ば
ロ
ボ
ッ
ト
で
も
な

い
。
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
人
間
だ
。
当

然
、疲
れ
を
癒
や
す
時
間
が
な
け
れ
ば
、

倒
れ
て
し
ま
う
。

　

菊
川
病
院
は
限
界
に
達
し
て
い
る
医

師
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
＊１

内
科

診
療
の
抑
制
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
４

月
か
ら
は
「
時
間
外
加
算
料
金
」
も
導

入
す
る
予
定
だ
。

  

現
在
、
月
曜
か
ら
金
曜
の
午
後
５
時

か
ら
10
時
と
、
土
曜
の
正
午
か
ら
午
後

５
時
ま
で
の
一
次
救
急
診
療
は
、
輪
番

制
に
よ
る
在
宅
当
番
医
が
診
療
し
て
い

る
。
４
月
か
ら
は
、
小
笠
医
師
会
掛
川

医
療
セ
ン
タ
ー
急
患
診
療
室
（
掛
川
市

御
所
原
９
―
２
☎
61
―
１
２
９
９
）
が

開
設
さ
れ
、
＊２

一
次
救
急
患
者
の
診
察

を
行
う
。

　

平
日
夜
間
や
休
日
の
昼
間
な
ど
、
入

院
や
手
術
を
必
要
と
し
な
い
程
度
の
一

次
救
急
は
、
急
患
診
療
室
で
受
診
す
る

の
が
ル
ー
ル
だ
。
過
酷
な
勤
務
の
医
師

を
守
る
た
め
に
、
わ
た
し
た
ち
が
で
き

る
こ
と
は
、
患
者
の
マ
ナ
ー
と
受
診
の

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

他の病院では、40 歳以上になると当直を
免除されることが多いのですが、ここで
はそんな余裕はありません。院長以外の
ほぼすべての医師が当直を務め、みんな
でカバーしあっています。疲労が限界に
達した医師が一人、二人と倒れたら、こ
の体制は維持できません。コンビニ受診
を控えるなど市民の皆さんの協力が不可
欠です。当直医師の負担を軽くしないと
菊川の医療は崩壊してしまいます。　

看護師の業務は年々煩雑化して、労働環
境は厳しくなっています。高齢の患者さ
んが増えたことで、日常生活動作への援
助も増し、安全確保のための確認作業も
複数で行っています。以前と比べ、処理
する書類も多いですね。医師の労働環境
は、はたから見てもハードです。状況に
よっては 40 時間連続勤務なんてことも
あります。医師や看護師を守るための方
策が必要だと思います。

副院長（救急診療担当）

二見　肇医
師

主任看護師

高柳弥生さ
ん

Futami HajimeTakayanagi Yayoi

看護師の思い 医師の考えI n t e r v i e w

わたしたちもルールを守ろう 軽傷の患者さんは急患診療室に
４月から一次救急診療体制が変わりま
す。開業医の輪番制から掛川医療セン
ター急患診療室での診療に一元化されま
す。従来の輪番制と違って、診療場所が
変わることがなくなるため、遠くても利
用しやすくなります。軽症の患者さんは
急患診療室を利用することが望ましいで
すね。わたしたち開業医も、菊川病院と
の役割分担しながら、地域全体の医療を
高められるよう努力します。

出産のために菊川病院に通っています。
現在、産婦人科の常勤医師は２人だけで
す。出産を控えている人は、わたしのほ
かにもたくさんいます。お産が重なった
時は、医師もわたしたちも大変だなと感
じています。小児科の医師を増員して、
より高度な治療ができるようになればい
いですね。そのためには利用するわたし
たちもルールを守って医師を支えていか
なければならないと思っています。

篠原医院

篠原孝臣医
師

菊川病院に通院する

中山美紀さ
ん

Shinohara TakaomiNakayama Miki

住民の願い 開業医の声I n t e r v i e w

菊川市立総合病院が
平日外来を勧める３つの理由

本来診るべき患者を診察できない
　菊川病院は「二次救急医療機関」として 24
時間 365 日の救急体制をとっている。二次救
急とは、緊急の治療や入院の必要な重症患者
を対象とした救急医療。「昼間は仕事があって
病院に行けない」「待ち時間が少なくてすむ」
など、自分の都合で行動する軽症患者が殺到
すると、重症患者の診察に支障をきたしてし
まうことになる。
診療体制が限られる
　菊川病院の当直医師は１人。医師によって
専門科も違い、検査体制も万全ではないため、
必ずしも患者が望む診察ができるとは限らな
い。診察体制が整っている平日の診療時間内
に受診することが、患者にとっても望ましい。
診療費用が割り増し
　４月から菊川病院では時間外加算料金を全
額自己負担（これまでは３割または１割）と
する。換算料金は時間帯によって異なるが、
深夜では 4,800 円。
※緊急の治療が必要な人、６歳以下の子どもは対象外

32
時
間
以
上
も

眠
れ
な
い
医
師
が
い
る
こ
と

知
っ
て
く
だ
さ
い

救
急
医
療
体
制
が

４
月
か
ら
変
更

軽
症
患
者
は
急
患
診
療
室
へ

＊ 1、2　詳しくは折り込みチラシを見てください
9 2009.３月号 きくがわ広 報



　

近
年
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
公
立
病
院
を
支
え
る
余
力

の
な
い
地
方
自
治
体
が
急
増
し

て
い
る
。
地
域
医
療
の
核
と
し

て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
公
立

病
院
の
経
営
破
た
ん
は
、
地
域

医
療
の
崩
壊
を
意
味
す
る
。

　

総
務
省
は
こ
う
し
た
事
態
を

防
ぐ
た
め
、
19
年
に
「
公
立
病

院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
公
表
し

た
。
地
方
自
治
体
は
①
近
隣
病

院
と
の
医
療
内
容
の
棲す

み
分
け

②
自
治
体
か
ら
の
補
助
を
最
小

限
に
抑
え
る
③
効
率
的
な
経
営

形
態
へ
の
移
行
―
の
３
つ
の
視

点
か
ら
改
革
プ
ラ
ン
を
策
定
す

る
よ
う
、
国
か
ら
求
め
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

　

今
後
も
菊
川
病
院
が
地
域
医

療
の
核
と
し
て
、
そ
の
役
割
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
診

療
体
制
の
一
層
の
充
実
と
中
・

長
期
的
な
視
点
で
の
経
営
計
画

の
策
定
が
必
要
だ
。

　

菊
川
病
院
は
、
市
民
や
有
識

者
か
ら
な
る
中
期
計
画
策
定
協

疲
弊
す
る
医
療
現
場
、
悪
化
す
る
経
営
状
態
。

こ
の
問
題
を
、
菊
川
病
院
は
ど
う
や
っ
て
乗
り
切
る
の
か
。

そ
の
答
え
が
「
中
期
計
画
」。

菊
川
市
立
総
合
病
院
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
医
療
の
砦
と
し
て

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
中
期
計
画
を
紹
介
す
る
。

議
会
（
全
３
回
）
と
内
部
委
員

会
で
あ
る
中
期
計
画
策
定
委
員

会
（
全
７
回
）
で
の
協
議
を
経

て
、
本
年
度
内
に
中
期
計
画
を

策
定
す
る
。

　

計
画
の
期
間
は
、
21
年
度
か

ら
25
年
度
ま
で
の
５
年
間
。
基

本
方
針
と
し
て
、
①
地
域
連
携

生
き
残
る
た
め
に

明
日
の
医
療
を

守
る
た
め
の
指
針

菊
川
病
院
の

中
期
計
画
を
策
定

経
営
改
善
目
指
す

基
本
方
針

中
長
期
的
な
視
点
か
ら

健
全
な
病
院
運
営
を
考
え
る

そ
の
た
め
に
計
画
が
必
要

図２　菊川市立総合病院の収支計画
50

40
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0
H20　 　H21 　　H22 　　H23 　　H24 　　H25

菊
川
市
立
総
合
病
院
の
中
期
計
画

以前、８年間にわたり菊川病院に勤務していました。
病院の勤務医は救急に対応しなければならず大変で
す。当直していると何でも診ざるを得ませんし、当直
でない日であっても、夜中に呼び出されることもあり
ます。今は近隣の病院も大変な状況です。菊川病院の
医師の皆さんが疲弊してしまうのが怖いです。  

杉
原
脳
神
経
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

杉
原
央
一
医
師

Sugihara Eiichi

健全な病院運営には
元気な医師が欠かせない

Voice
開業医

億円

■収入　■費用



　「
将
来
も
存
続
す
る
こ
と
」
と

「
市
民
に
と
っ
て
大
切
な
存
在
で

あ
り
続
け
る
こ
と
」
の
両
立
が
菊

川
病
院
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
先
、
病
院
が
存
続
で
き
た

と
し
て
も
、
市
民
が
利
用
し
な
け

れ
ば
存
在
す
る
意
味
が
あ
り
ま
せ

ん
。
不
採
算
部
門
で
あ
っ
て
も
、

市
民
に
必
要
と
さ
れ
る
診
療
科
目

は
閉
鎖
し
な
い
方
向
で
考
え
て
い

ま
す
。

　
病
院
の
経
営
環
境
が
厳
し
い

今
、
現
状
の
経
営
形
態
で
生
き

残
っ
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
で

し
ょ
う
。
中
期
計
画
を
策
定
し
た

の
は
、「
今
な
ら
、ま
だ
間
に
合
う
」

か
ら
で
す
。
手
遅
れ
に
な
る
前
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
ま
し
た
。

　
中
期
計
画
を
み
ん
な
で
達
成

し
、
菊
川
の
医
療
を
市
民
と
共
に

守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
わ
た
し
た

ち
の
使
命
で
す
。

今
な
ら

ま
だ
間
に
合
う

菊
川
の
医
療
再
生

菊
川
市
立
総
合
病
院

●
副
院
長
（
経
営
担
当
）

松
本
有
司
医
師

Matsumoto Yuji

推
進
に
よ
る
地
域
満
足
度
の
向

上
②
病
院
機
能
強
化
に
よ
る
安

心
・
安
全
な
医
療
の
提
供
③
意

識
改
革
と
継
続
的
な
経
営
改
善

の
実
行
―
の
３
つ
を
掲
げ
、
取

り
組
ん
で
い
く
。

■
地
域
で
の
連
携
を
推
進

　

国
の
医
療
改
革
に
伴
い
「
病

院
で
完
結
す
る
医
療
」か
ら「
地

域
で
完
結
す
る
医
療
」
へ
の
転

換
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
、
各

病
院
の
機
能
を
明
確
化
す
る
こ

と
が
迫
ら
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
菊
川
病
院
だ
け
で
担

え
な
い
医
療
は
、
近
隣
病
院
や

診
療
所
と
の
連
携
を
強
化
し
て

対
応
す
る
。
ま
た
保
健
予
防
か

ら
在
宅
介
護
ま
で
、
行
政
・
福

祉
施
設
と
の
包
括
的
な
ケ
ア
を

進
め
る
。
す
き
間
の
な
い
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
っ
て
、
地
域

に
お
け
る
医
療
の
満
足
度
向
上

を
図
る
。

■
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上　

　

外
来
の
待
ち
時
間
短
縮
や
職

員
の
接
遇
面
の
改
善
な
ど
課
題

は
多
い
。そ
の
た
め
、定
期
的
に

患
者
の
満
足
度
調
査
を
実
施
す

る
な
ど
、患
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　

広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
を
充
実
さ
せ
、
病

院
の
内
容
や
病
気
に
つ
い
て
の

知
識
や
予
防
法
な
ど
の
情
報
提

供
も
行
う
予
定
だ
。

■
安
全
で
良
質
な
医
療
実
現

　

近
年
、
全
国
各
地
で
起
こ
っ

て
い
る
医
療
事
故
な
ど
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
体
制
を
強
化
す

る
。
安
全
で
良
質
な
医
療
を
提

供
す
る
た
め
に
、
院
内
感
染
な

ど
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
を

充
実
さ
せ
る
。

■
病
院
機
能
の
維
持
・
充
実

　

現
在
の
診
療
機
能
の
維
持
・

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
に

不
足
し
て
い
る
回
復
期
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
新
設
す

る
。
高
齢
者
を
主
と
し
た
患
者

は
入
院
治
療
後
、
運
動
機
能
を

低
下
さ
せ
る
こ
と
が
多
い
。
手

厚
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
ス
ム
ー
ズ
な
在
宅
復
帰

を
支
援
す
る
中
間
施
設
と
し
て

の
機
能
を
担
う
。

　

健
診
機
能
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
で
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

な
ど
、
予
防
医
療
に
よ
る
健
康

増
進
も
欠
か
せ
な
い
。

　

産
婦
人
科
の
助
産
師
外
来
や

整
形
外
科
の
ス
ポ
ー
ツ
外
来
な

ど
、
特
色
の
あ
る
診
療
サ
ー
ビ

ス
も
強
化
し
て
い
く
。

■
人
材
育
成
・
確
保
の
強
化

　

研
修
医
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
充

実
し
、
看
護
師
の
採
用
体
制
を

強
化
す
る
。
ね
ら
い
は
医
師
や

看
護
師
が
集
ま
る
病
院
だ
。

　

現
在
勤
務
し
て
い
る
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
気
持
ち
よ
く
勤
め
ら

れ
る
こ
と
も
重
要
。
医
師
の
研

修
・
研
究
環
境
の
整
備
や
看
護

師
の
資
格
取
得
支
援
体
制
の
充

実
な
ど
、
労
働
環
境
の
改
善
を

図
っ
て
い
く
。

■
経
営
改
善
と
意
識
改
革

　

経
営
分
析
を
強
化
し
て
、
根

拠
に
基
づ
い
た
業
務
改
善
を
実

施
す
る
。
中
期
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
大
切
な
の
は
職
員
の

意
識
。
組
織
の
再
構
築
を
進
め

る
と
と
も
に
院
内
集
会
を
開
催

し
、
共
通
の
意
識
と
目
標
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
23
年
度
の
黒
字
化
目
指
す

　

市
の
一
般
会
計
か
ら
適
正
な

繰
り
入
れ
を
受
け
な
が
ら
目
指

す
の
は
、
23
年
度
の
単
年
度
黒

字
（
図
２
）。
そ
の
た
め
に
求

め
ら
れ
る
の
は
具
体
的
な
改
善

計
画
だ
。

　

民
間
の
経
営
手
法
や
人
材
を

導
入
し
、
経
営
企
画
部
門
の
強

化
を
図
る
。
収
益
、
費
用
に
そ

れ
ぞ
れ
現
実
的
な
改
善
目
標
を

設
定
し
、
医
業
収
支
の
改
善
を

図
る
。
自
治
体
病
院
に
あ
り
が

ち
な
「
赤
字
体
質
」
か
ら
の
脱

却
を
目
指
す
。

　

医
療
機
器
購
入
な
ど
の
投
資

計
画
は
、
内
部
留
保
資
金
の
残

高
を
考
慮
し
な
が
ら
費
用
対
効

果
や
必
要
性
を
十
分
検
討
し
た

上
で
、
見
直
し
て
い
く
。

Akahori Mitsuru

18 年前にペルーから移住しました。子ども
が病気になったときは、できるだけ近くの
クリニックで診てもらっています。いざと
いうときには市内に総合病院があるので、
安心できます。菊川病院はわたしたち外国
人市民にとっても大切な存在です。

総合病院は大切な存在
山田及理子さん

32 歳　岳洋

Voice
患者

Voice
家族

Voice
副院長

Yamada Noriko

肩のけんを痛め入院しています。医師も看
護師もとても親切で満足しています。現在
の入院患者には、長期間のリハビリが必要
な人も多いと思います。退院後の生活が不
便にならないためにも、今度できるリハビリ
テーション病棟には、とても期待しています。

赤堀　満さん
57 歳　赤土下

リハビリ病棟に期待
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医
師
不
足
と
経
営
難

　

菊
川
病
院
が
現
在
抱
え
る
大
き
な
問
題
は
二

つ
。
一
つ
は
医
師
・
看
護
師
不
足
。
も
う
一
つ

は
経
営
難
で
す
。

　

医
師
は
「
３
人

－

１
人
＝
２
人
」
で
は
な
く
、

「
０
」
に
な
っ
て
し
ま
う
世
界
で
す
。
あ
る
科

で
一
人
の
医
師
が
辞
め
る
と
、
負
担
が
増
し
た

残
り
の
医
師
二
人
も
や
め
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

し
て
一
つ
の
科
が
な
く
な
る
と
、
そ
の
科
と
関

連
の
あ
る
科
も
患
者
の
受
け
入
れ
や
治
療
を
制

限
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
一
人
の
医
師
が
辞
め
る
と
、
ド
ミ
ノ
倒

し
の
よ
う
に
大
き
な
影
響
を
受
け
て
し
ま
う
の

が
病
院
の
実
態
で
す
。

　

現
在
、
全
国
の
自
治
体
病
院
の
約
９
割
が
赤

字
で
す
。
個
々
の
経
営
努
力
が
足
り
な
い
だ
け

で
な
く
、
構
造
的
な
問
題
が
大
き
く
関
与
し
て

い
ま
す
。
診
療
報
酬
が
上
が
ら
な
い
一
方
で
、

医
療
へ
の
要
求
は
高
い
。
要
す
る
に
、「
お
金

を
か
け
ず
に
質
を
上
げ
な
さ
い
」
と
い
う
流
れ

で
す
。
そ
れ
は
無
理
。
だ
か
ら
多
く
の
病
院
が

赤
字
に
陥
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

医
師
の
使
命
感
も
限
界

　

正
直
、
地
方
の
自
治
体
病
院
へ
の
勤
務
は
人

気
が
あ
り
ま
せ
ん
。専
門
外
の
患
者
を
診
た
り
、

当
直
を
し
た
り
ハ
ー
ド
。看
護
師
も
同
じ
で
す
。

　

で
も
、
な
ぜ
そ
れ
で
今
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ

た
か
と
い
う
と
、
地
域
の
た
め
、
住
民
の
た
め

に
頑
張
ろ
う
と
い
う
「
使
命
感
」
が
あ
っ
た
か

ら
。
そ
れ
も
限
界
に
達
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

忙
し
い
の
に
は
割
と
頑
張
れ
ま
す
。
一
晩
寝

な
い
で
重
症
者
を
診
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
で

も
、
が
っ
か
り
す
る
の
は
、
足
が
か
ゆ
い
な
ど

の
軽
症
で
夜
中
に
来
る
患
者
。
さ
す
が
に
や
る

気
が
な
え
て
し
ま
い
ま
す
。

市
民
・
行
政
・
医
療
者
の
輪
を
築
く

　

菊
川
病
院
が
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て
い
く

た
め
に
は
、「
市
民
・
行
政
・
医
療
者
の
輪

を
築
く
」こ
と
が
大
切
で
す
。
三
者
は
本
来
、

協
力
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
係
に
あ

り
ま
す
が
、
現
実
に
は
な
か
な
か
い
い
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
本
当
に
医
療

を
必
要
と
す
る
患
者
が
、
必
要
な
時
に
、
医

療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
つ
く
る
に
は
、
互

い
を
思
い
や
る
気
持
ち
が
不
可
欠
で
す
。

　

ま
ず
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
病
院
の
現
状

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。
今
ま
で
以

上
に
情
報
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
５
月
に
は
「
地
域
医
療
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
民
と
医
師
が
顔
の
見
え
る
関

係
に
な
る
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
病
院
に
か
か
わ
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
。
例
え
ば
、
庭
の
手
入
れ

を
し
た
り
、歌
や
手
品
で
患
者
を
喜
ば
せ
た
り
、

い
ろ
ん
な
形
で
か
か
わ
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

み
ん
な
の
輪
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

医
師
が
集
ま
る
地
域
に

　

今
は
、
大
学
の
医
局
に
お
願
い
し
て
も
医

師
は
来
ま
せ
ん
。
地
域
ぐ
る
み
で
医
師
を
守

り
、
育
て
、
こ
こ
に
医
師
が
集
ま
っ
て
く
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
病
院
と
し
て
魅
力
的
な

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
必
要
で
す
し
、
地
域
で

医
師
を
育
て
る
意
識
が
大
事
で
す
。
頼
ん
で

来
て
も
ら
う
の
で
な
く
、
医
師
が
来
た
く
な

る
地
域
を
目
指
す
の
で
す
。

市民 ･ 行政 ･ 医療者の輪を築き
医師を頼む地域から医師が来たくなる地域へ

村田
英之

院長の考え

PLOFILE　むらた・ひでゆき
菊川市立総合病院院長
1954 年新潟県生まれ。1980 年浜松医大卒業。同年、
浜松医大整形学科学教室に入局。国立浜松病院、藤
枝市立志太総合病院などを経て、1995 年浜松医大整
形学科講師、2006 年現職。

菊 川 病 院 存 続 の た め に 必 要 な こ と
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医
師
と
住
民
の
間
の
壁

　

医
師
不
足
は
全
国
的
に
深
刻
な
問
題
で
す
。

特
に
、
地
域
医
療
を
担
う
地
方
の
自
治
体
病
院

で
医
師
不
足
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
医
師
不
足
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、

医
師
と
住
民
の
間
に
あ
る
意
識
の
差
が
、
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
医

師
の
勤
務
状
況
は
「
昼
間
働
き
そ
の
ま
ま
病
院

に
泊
ま
る
。
夜
通
し
救
患
対
応
を
し
て
、
翌
日

の
昼
間
も
仕
事
を
す
る
」
連
続
32
時
間
勤
務
が

当
た
り
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
過
酷
な

状
況
を
理
解
し
て
い
る
住
民
は
、
意
外
に
多
く

な
い
の
で
す
。

　

軽
症
で
も
、
深
夜
に
救
急
外
来
で
受
診
す
る

「
コ
ン
ビ
ニ
受
診
」
は
そ
の
象
徴
。
患
者
の
多

く
は
ご
く
普
通
の
人
で
、
悪
気
も
な
く
医
療
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
現
場
に
対
し
て

敬
意
を
払
わ
な
い
行
動
を
す
る
人
が
増
え
て
お

り
、
そ
の
態
度
は
悪
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
酒
を
飲
ん
で
の
受
診
、
医
療
従
事
者
へ

の
暴
力
、
タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
救
急
車
を
使
う

な
ど
の
行
為
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

住
民
は
地
域
医
療
の
当
事
者

　

自
治
体
病
院
は
「
公
」
の
病
院
で
す
。
地
域

の
病
院
と
し
て
み
ん
な
で
大
事
に
す
べ
き
も
の

で
す
。
し
か
し
、「
公
」
の
病
院
が
ゆ
え
に
、

誰
も
が
自
分
勝
手
に
振
る
舞
っ
て
し
ま
う
場
所

に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

わ
た
し
の
嫌
い
な
言
葉
の
一
つ
に
、
一
部
の

人
た
ち
の
「
お
れ
た
ち
の
税
金
で
養
っ
て
や
っ

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
命
を
守

る
た
め
に
、
医
療
現
場
で
献
身
的
に
働
く
医
療

ス
タ
ッ
フ
に
対
し
、
礼
を
失
し
た
発
言
だ
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
都
合
し
か
考
え
ら
れ
な
い

人
た
ち
の
い
る
地
域
に
、
医
師
が
定
着
す
る

わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
住
民
一
人
一
人
が
医

師
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
れ
ば
わ
か
る
こ
と

で
す
。

　

医
師
不
足
問
題
は
、
地
域
社
会
の
病
理
を

浮
か
び
上
が
ら
せ
る
「
試
験
紙
」
で
あ
る
と

わ
た
し
は
思
い
ま
す
。
多
く
の
地
域
で
、
住

民
は
地
域
医
療
の
「
当
事
者
」
で
あ
る
と
い

う
意
識
を
忘
れ
て
い
ま
す
。
病
院
に
す
べ
て

「
お
任
せ
」
で
、
現
在
起
き
て
い
る
問
題
を

本
気
で
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
批
判
は
す
る
け

ど
行
動
は
し
な
い
、
そ
ん
な
風
潮
が
、
地
域

か
ら
医
師
を
立
ち
去
ら
せ
る
原
因
に
な
っ
て

い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

医
師
は
地
域
の
財
産

　

そ
の
よ
う
な
中
、
住
民
が
「
当
事
者
」
意

識
を
持
っ
て
、
医
師
を
大
切
に
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
丹
波
市
で
は
「
お
医
者
さ
ん
を
守

る
こ
と
が
、
子
ど
も
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

る
」
と
考
え
た
母
親
ら
が
、「
県
立
柏
原
病

院
の
小
児
科
を
守
る
会
」
を
結
成
。
子
ど
も

の
病
気
に
つ
い
て
学
び
、
休
日
や
夜
間
に
お

け
る
軽
症
で
の
受
診
を
慎
む
運
動
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
時
間
外
の
小
児

科
の
受
診
者
数
は
大
幅
に
減
り
、
理
念
に
賛

同
し
た
小
児
科
医
３
人
が
新
た
に
勤
務
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
師
と
い
う
医
療
資
源
は
泉
と
同
じ
で

す
。
勝
手
に
汲
み
上
げ
続
け
れ
ば
、
い
つ
か

は
枯
れ
ま
す
。
地
域
医
療
の
崩
壊
を
防
ぐ
に

は
、
す
べ
て
の
住
民
が
「
当
事
者
」
意
識
を

持
っ
て
、
医
師
と
い
う
地
域
の
財
産
を
守
る

行
動
を
と
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
し
ょ
う
。

医師という医療資源は泉と同じ
自分勝手に汲み上げ続ければ泉の水は枯れます

伊関
友伸
PLOFILE　いせき・ともとし
城西大経営学部准教授
1961 年東京生まれ。東京大大学院法学政治学専攻修
士課程修了（行政学）。1987 年埼玉県庁入庁。2004
年現職に。研究テーマは行政評価、自治体病院の経
営、保健・医療・福祉マネジメント

地 域 医 療 再 生 の た め に 必 要 な こ と有識者の声
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健
全
な
病
院
運
営
に

住
民
参
加
は
不
可
欠

　　
「
安
定
し
た
病
院
運
営
を
続

け
る
に
は
、
大
勢
の
患
者
が
こ

こ
に
集
ま
る
こ
と
と
、
町
民
が

真
の
医
療
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
自
分
た
ち
の
病
院
と
し
て

支
え
て
く
れ
る
こ
と
が
重
要
で

す
」
と
開
設
以
来
の
考
え
を
語

る
佐
藤
元
美
院
長
。

  

平
成
７
年
度
に
ス
タ
ー
ト
し

た
「
地
域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」

は
、
町
民
に
情
報
を
公
開
し
、

病
院
と
町
民
と
が
情
報
を
共
有

す
る
場
。
介
護
保
険
制
度
や
生

活
習
慣
病
予
防
な
ど
、
関
心
の

高
い
テ
ー
マ
を
寸
劇
な
ど
を
通

し
て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
ほ
か
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
の
ス
タ
ッ
フ
が
町
民
と
ひ
ざ

を
交
え
て
語
り
合
っ
て
い
る
。

　
「
ス
ク
ー
ル
を
始
め
て
か
ら
、

病
院
に
対
す
る
ク
レ
ー
ム
が
減

り
ま
し
た
。
住
民
と
の
温
度
差

も
な
く
な
り
、
距
離
も
ぐ
っ
と

近
づ
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま

す
」
と
佐
藤
院
長
は
話
す
。

　

病
院
は
、
医
療
を
受
け
る
住

民
の
視
点
か
ら
医
療
を
見
つ
め

直
し
、
医
療
者
の
視
点
に
偏
り

が
ち
な
運
営
や
サ
ー
ビ
ス
を
改

善
し
て
い
る
。
一
方
、
住
民
に

と
っ
て
も
病
院
の
状
況
を
知
る

貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
互
い
に

地
域
医
療
に
つ
い
て
理
解
を
深

病院開設以来、15 年以上も黒字経営を続ける国保藤沢町民病院
一時は２人まで減った内科医を、わずか３年で７人まで回復させた千葉県立東金病院。
その舞台裏のキーマンとなったのは NPO 法人地域医療を育てる会。
地域医療を存続させるために、わたしたちは何をすればいいのだろうか。
起死回生の突破口を先進事例から学ぶ。

病
院
の
ス
タ
ン
ス1

住
民
の
声
を
医
療
に
生
か
し

強
い
信
頼
関
係
を
築
き
上
げ
る

国
保
藤
沢
町
民
病
院

岩
手
県
南
端
に
あ
る
藤
沢
町
は
人
口
九
千
の
山
あ
い
の
町
。

こ
の
小
さ
な
町
に
、
黒
字
経
営
を
続
け
る
病
院
が
あ
る
。

そ
の
病
院
の
名
は
国
保
藤
沢
町
民
病
院
。

全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
同
病
院
が
取
り
組
む

地
域
医
療
の
最
前
線
を
リ
ポ
ー
ト
す
る
。

め
ら
れ
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

地
域
医
療
が
果
た
す
役
割

藤
沢
町
民
病
院
が
目
指
す
も
の

  

「
長
命
と
長
寿
は
違
い
ま
す
」

と
言
う
佐
藤
院
長
。「
生
物
学

的
な
延
命
を
長
命
と
呼
ぶ
の
に

対
し
て
生
き
が
い
や
喜
び
を
見

つ
け
、
質
の
高
い
人
生
を
送
る

こ
と
が
長
寿
で
す
。
年
を
と
っ

て
も
、
人
の
手
を
借
り
ず
に
生

活
で
き
る
寿
命
を『
健
康
寿
命
』

国保藤沢町民病院
常勤医師５人、非常勤医師３
人、病床数 54 床の町立病院。
平成 18 年には全国自治体優
良病院として最高賞の総務大
臣賞を受賞。 藤沢町

岩手県

岩手県藤沢町
面積 123.15㎞　人口 9,556 人
岩手県の南端に位置する緑豊
かな農山村。町の西端を東北
一の大河北上川が流れ、複合
経営を中心とする農業が基幹
産業。

と
言
い
ま
す
が
、
こ
の
健
康
寿

命
を
延
ば
す
こ
と
が
地
域
医
療

の
究
極
の
目
的
。
従
来
の
『
病

気
を
治
す
医
療
』
に
加
え
、『
病

気
を
予
防
す
る
医
療
』
を
実
践

し
、
元
気
な
人
を
増
や
し
て
長

寿
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

わ
た
し
た
ち
の
使
命
で
す
」
と

先
を
見
す
え
て
い
る
。

町
民
と
病
院
の
間
で
築
か
れ
た

強
い
信
頼
関
係

　

病
院
経
営
が
難
し
い
時
代

に
、
藤
沢
町
民
病
院
が
黒
字

経
営
を
続
け
て
こ
れ
た
の

は
、
行
政
、
病
院
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
病
院
を
運
営

し
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

　

地
域
医
療
の
砦
と
し
て
、

住
民
の
命
と
健
康
と
暮
ら
し

を
守
っ
て
き
た
藤
沢
町
民
病

院
は
、
町
民
が
全
国
に
誇
れ

る
自
慢
の
病
院
だ
。
開
設
か

ら
15
年
、
町
民
と
病
院
の
間

に
は
、
強
い
信
頼
関
係
が
築

か
れ
て
い
る
。

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ス
タ
ッ
フ
が

地
域
に
出
向
い
て
町
民
と
情
報
を
共

有
す
る
「
地
域
ナ
イ
ト
ス
ク
ー
ル
」

外来患者を診察する佐藤
院長。患者の心に寄り添っ
た診察がモットーだ
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起死回生の突破口
先進地に学ぶ

崩
壊
寸
前
の
地
域
医
療

　　
「
こ
の
地
域
の
医
療
の
た
め

に
自
分
が
何
を
で
き
る
か
」
そ

う
考
え
た
藤
本
さ
ん
が
「
育
て

る
会
」
を
立
ち
上
げ
た
の
は
17

年
４
月
。
当
時
、
千
葉
県
山さ

ん

武ぶ

地
域
は
医
師
不
足
が
深
刻
化
。

県
立
東
金
病
院
の
内
科
医
は
一

時
２
人
ま
で
減
り
、
地
域
医
療

は
崩
壊
寸
前
だ
っ
た
。

　

医
療
セ
ン
タ
ー
構
想
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
藤
本
さ
ん
。

東
金
病
院
の
平
井
愛
山
院
長
か

ら
「
地
域
の
力
が
必
要
。
具
体

的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

ほ
し
い
」
と
相
談
を
受
け
る
。

危
機
的
状
況
の
中
で
一
歩
踏
み

出
し
た
藤
本
さ
ん
。「
地
域
医

療
の
問
題
解
決
に
は
住
民
、
医

療
、
福
祉
、
行
政
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
人
が
、
互
い
に

知
恵
と
力
を
出
し
合
う
こ
と
が

重
要
。
そ
の
た
め
の
対
話
の
場

が
ほ
し
か
っ
た
」と
振
り
返
る
。

会
員
は
現
在
35
人
。
医
師
、
薬

剤
師
、
会
社
員
や
自
営
業
な
ど

職
業
は
さ
ま
ざ
ま
だ
。

情
報
発
信
と
医
師
育
成

　　

同
会
は
情
報
誌
「
ク
ロ
ー

バ
ー｣ 

を
毎
月
発
行
し
て
い

る
。
医
師
不
足
の
背
景
な
ど
、

山
武
地
域
の
医
療
の
現
状
を
伝

え
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

東
金
病
院
が
救
急
の
「
受
け

入
れ
拒
否
」
問
題
で
揺
れ
た
時

も
、「
公
平
な
見
方
が
必
要
」

と
受
け
入
れ
で
き
な
か
っ
た
過

酷
な
医
療
現
場
を
同
紙
31
号
で

住
民
に
伝
え
た
。

　

医
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
向
上
を
目
指
す
「
レ

ジ
デ
ン
ト
（
新
人
医
師
）
研
修
」

も
重
要
な
活
動
の
一
つ
。
東
金

地
域
の
ス
タ
ン
ス2

住
民
、
行
政
や
医
療
関
係
者
が

知
恵
と
力
を
出
し
合
う
こ
と
が
重
要

  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

  

地
域
医
療
を
育
て
る
会

住
民
が
地
域
医
療
を
育
て
て
い
る
市
民
団
体
が
あ
る
。

そ
の
名
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
医
療
を
育
て
る
会
」。

藤
本
晴
枝
理
事
長
は
、
県
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

病
院
か
ら
医
師
が
い
な
く
な
る
こ
と
を
知
り
、

育
て
る
会
を
立
ち
上
げ
た
。

危
機
に
瀕
し
た
地
域
医
療
を
再
生
し
た
舞
台
裏
に
迫
る
。

絵本「くませんせいのＳＯＳ」
子どもたちに地域医療の問題を分かり
やすく伝える教材になるようにと、藤
本さんが描いた。今後は中学生向けの
冊子も作りたいと考えている。

千葉県山武地域
住民、行政、医療関係者など
の努力により東金病院の内科
医は現在７人まで回復した。
しかし東金市を含む千葉県山
武地域の医師不足は依然深刻
な状況が続く。

病
院
と
連
携
し
た
こ
の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
研
修
医
が
住
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
医
師
育
成
サ

ポ
ー
タ
ー｣ 

に
病
気
の
し
く
み

や
予
防
法
な
ど
を
講
話
し
、
サ

ポ
ー
タ
ー
が
声
の
大
き
さ
や
わ

か
り
や
す
さ
な
ど
を
評
価
す
る

画
期
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、
大
き

な
反
響
を
呼
ん
だ
。

　
「
今
ま
で
は
月
１
回
で
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
月
２
回
実
施

し
ま
す
」
と
藤
本
さ
ん
は
自
信

を
の
ぞ
か
せ
る
。

今
は
「
病
院
が
病
気
」

  

「
今
は
『
病
院
が
病
気
』。
だ

PROFILE　藤本晴枝理事長
NPO 法人「地域医療を育てる会」理事長。平成８年東京か
ら東金市に移住。17 年４月「地域医療を育てる会」設立。
地域医療を守る先進事例を全国各地で講演。３児の母

か
ら
、
病
院
は
、
症
状
を
住
民

に
伝
え
れ
ば
い
い
ん
で
す
」

　

医
療
の
現
状
は
地
域
に
よ
っ

て
違
う
。
住
民
活
動
も
地
域
の

数
だ
け
あ
る
。

　
「『
育
て
る
会
の
よ
う
な
活
動

は
で
き
な
い
』
と
あ
き
ら
め
な

い
で
」
と
藤
本
さ
ん
。
自
ら
の

経
験
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
発

信
す
る
た
め
、
全
国
各
地
を
飛

び
回
る
。

　
「
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
患
者
が
い
て
、
患
者
を

治
そ
う
と
す
る
医
師
が
い
て
、

医
師
を
大
事
に
す
る
地
域
な

ら
、
医
師
は
き
っ
と
い
て
く
れ

ま
す
」
と
背
中
を
押
す
。

山武地域

東金市●
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「
散
歩
は
毎
朝
６
キ
ロ
。
夕
方
か
ら

は
自
転
車
で
12
キ
ロ
走
る
」
と
こ
と
も

な
げ
に
語
る
栗
原
勝
男
さ
ん
＝
西
富
田

＝
。
若
々
し
い
顔
は
70
歳
と
は
思
え
な

い
。

　

妻
幸
江
さ
ん（
66
）と
酪
農
を
営
ん
で

い
た
勝
男
さ
ん
。以
前
か
ら「
会
社
員
の

よ
う
に
定
年
の
区
切
り
を
つ
け
よ
う
」

と
考
え
て
い
た
。60
歳
を
機
に
引
退
し
、

以
後
は「
地
域
へ
の
恩
返
し
」と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
決
意
。民
生
委
員
と
し
て

十
年
以
上
に
渡
り
地
域
福
祉
を
支
え
て

き
た
。現
在
は
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

　

昨
年
か
ら
は
、
菊
川
病
院
の
中
期
計

画
策
定
委
員
も
務
め
て
い
る
。「
わ
が

家
は
、
み
ん
な
元
気
で
医
者
に
か
か
る

医療の砦を守るために

わ
た
し
に
と
っ
て
菊
川
病
院
は
、

「
一
番
身
近
な
救
世
主
」か
な
。

栗
原
勝
男
んさ 

・
幸
江
んさ

日
課
は
散
歩
と

サ
イ
ク
リ
ン
グ

体
を
む
し
ば
む

が
ん
と
の
闘
い
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な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
す
る
な
ど
、
協
力
を
呼

び
か
け
て
み
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
地
域
に
出
掛
け
て
対
話
す
る

こ
と
で
す
ね
。
お
互
い
の
顔
が
見
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
い
ろ
ん
な
展
開
が
期

待
で
き
ま
す
。

勝
男　

わ
た
し
に
と
っ
て
菊
川
病
院

は
、
一
言
で
言
う
と
「
一
番
身
近
な
救

世
主
」
か
な
。

幸
江　

主
人
が
元
気
に
な
っ
て
、
以
前

こ
と
が
な
く
、（
病
院
は
）
縁
遠
か
っ

た
で
す
ね
」
と
言
う
。

　

そ
ん
な
勝
男
さ
ん
に
胃
が
ん
が
見
つ

か
っ
た
の
は
昨
年
９
月
。
民
生
委
員
の

活
動
で
「
＊

災
害
時
要
援
護
者
支
援
リ

ス
ト
」を
作
成
し
て
い
る
最
中
だ
っ
た
。

人
間
ド
ッ
ク
で
見
つ
か
り
、
菊
川
病
院

で
精
密
検
査
を
受
け
た
。

　
「
食
欲
も
あ
る
し
、
や
せ
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
、
初
期
だ
と
思
い
、
あ
ま

り
落
ち
込
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ

家
族
の
方
が
心
配
し
て
い
ま
し
た
ね
」

　

気
丈
に
振
舞
う
勝
男
さ
ん
だ
っ
た

が
、
当
時
、
菊
川
病
院
は
、
手
術
の
予

約
が
い
っ
ぱ
い
で
、
医
師
か
ら
一
時
退

院
を
指
示
さ
れ
た
。

　
「
お
れ
は
が
ん
だ
ぞ
。
な
ぜ
、
退
院

さ
せ
る
」

　

憤
り
を
感
じ
、
他
の
病
院
に
移
す
よ

う
訴
え
た
。
医
師
は
ゆ
っ
く
り
説
明
し

た
。

　
「
ほ
か
に
行
け
ば
、
ま
た
検
査
を
や

り
直
す
の
で
、
む
し
ろ
時
間
が
か
か
り

ま
す
。
こ
こ
に
い
て
く
だ
さ
い
。
わ
た

し
た
ち
が
適
切
に
処
置
し
ま
す
」

　

医
師
の
言
葉
に
落
ち
着
き
を
取
り
も

ど
し
た
。

　
「
中
期
計
画
の
策
定
委
員
で
病
院
と

深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
扱
い

は
他
の
患
者
さ
ん
と
同
じ
。
あ
き
れ
る

く
ら
い
公
平
な
対
応
で
し
た
」
と
振
り

返
る
。

　

一
週
間
ほ
ど
自
宅
で
過
ご
し
、
10
月

に
再
入
院
。
手
術
を
受
け
て
11
月
、
無

事
退
院
し
た
。

　
「
最
初
の
検
査
は
内
科
医
、
手
術
は

外
科
医
が
執
刀
し
ま
し
た
。
医
師
も
看

護
師
も
、
皆
さ
ん
や
さ
し
く
親
切
な
対

応
を
し
て
く
れ
ま
し
た
」
さ
ら
に
「
同

じ
時
期
に
手
術
し
た
人
と
外
来
で
よ
く

会
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
と
て
も
元
気
で

す
。
菊
川
病
院
は
す
ご
い
で
す
ね
」
と

に
っ
こ
り
。

　
「
医
師
も
患
者
も
知
ら
な
い
人
ば
か

り
の
大
き
な
病
院
よ
り
、
忙
し
く
て
も

患
者
本
意
の
医
療
を
受
け
ら
れ
る
病
院

の
方
が
い
い
。
菊
川
の
先
生
た
ち
は
患

者
と
の
接
点
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
ま

す
。
わ
た
し
は
こ
こ
で
手
術
を
受
け
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
力
を
込
め
る
。

　

今
で
は
、
日
課
の
散
歩
と
サ
イ
ク
リ

ン
グ
も
以
前
の
よ
う
に
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
趣
味
の
カ
ラ
オ
ケ
も
、「
昔

よ
り
声
に
張
り
が
あ
る
」
と
感
じ
る
ほ

ど
体
力
も
回
復
し
た
。

　

勝
男
さ
ん
が
身
を
も
っ
て
感
じ
た
こ

と
は
、
自
分
の
体
を
安
心
し
て
診
て

も
ら
え
る
病
院
が
身
近
に
あ
っ
た
こ

と
。「
菊
川
病
院
は
、
か
け
が
え
の
な

い
病
院
」
と
言
い
切
る
。
そ
し
て
、「
普

段
の
健
康
管
理
と
検
診
の
大
切
さ
を
あ

＊災害時要援護者支援リスト
高齢者や障害者など災害時に特別な
支援が必要な「要援護者」のリスト。

PLOFILE
栗原勝男・幸江
くりはら・かつお／くりはら・ゆきえ

勝男さんは家業の酪農を 60 歳で引退。その
後 10 年以上民生委員を、昨年からは菊川病
院の中期計画策定委員を務めている。昨年９
月に胃がんが発覚。10 月に菊川病院で手術を
受けた。現在は元気に回復している。

こ
こ
で
手
術
し
て

本
当
に
よ
か
っ
た

ら
た
め
て
学
び
ま
し
た
。
病
気
を
予
防

で
き
れ
ば
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

し
、
早
期
に
治
療
す
れ
ば
回
復
も
早
い
。

元
気
に
な
っ
た
今
、
健
康
に
暮
ら
せ
る

こ
と
の
喜
び
や
あ
り
が
た
さ
を
身
を

も
っ
て
感
じ
て
い
ま
す
」
と
強
調
す
る
。

　
「
献
身
的
に
対
応
し
て
く
れ
た
菊
川

病
院
の
医
師
や
看
護
師
の
皆
さ
ん
に

は
、感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

と
言
う
勝
男
さ
ん
と
幸
江
さ
ん
に
、
こ

れ
か
ら
の
菊
川
病
院
に
必
要
な
こ
と
を

聞
い
た
。

勝
男　

わ
た
し
た
ち
市
民
が
病
院
に
で

き
る
こ
と
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
ス
タ
ッ

フ
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
希
望
者
を
募
れ
ば
協
力
す

る
人
は
き
っ
と
い
る
は
ず
で
す
。

幸
江　

病
院
も
、
も
っ
と
地
域
の
会
合

か
け
が
え
の
な
い

菊
川
病
院

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

病
院
運
営
に
協
力

同
様
一
緒
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
一
番
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　

懸
命
に
が
ん
と
闘
っ
た
勝
男
さ
ん
。

献
身
的
に
支
え
た
幸
江
さ
ん
。
二
人
の

き
ず
な
は
以
前
に
も
増
し
て
強
く
な
っ

た
。菊
川
病
院
へ
の
信
頼
も
深
ま
っ
た
。

　

春
を
告
げ
る
や
わ
ら
か
な
日
差
し
の

中
、
に
っ
こ
り
笑
う
勝
男
さ
ん
を
、
そ

ば
で
見
つ
め
る
幸
江
さ
ん
が
印
象
的

だ
っ
た
。
二
人
が
紡
ぐ
穏
や
か
な
時
間

は
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
て
い
る
。

こ
の
す
ご
い
病
院
を

絶
対
な
く
し
ち
ゃ
な
ら
な
い
。

菊
川
の
命
の
砦
を
守
る
た
め
に

自
分
が
で
き
る
こ
と
か
ら

協
力
し
て
い
き
た
い
。
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20
年
以
上
活
動
を
続
け
る

病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
星
」

 　
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何

科
を
受
診
さ
れ
ま
す
か
」

　

午
前
８
時
30
分
、
込
み
合
う
病

院
の
玄
関
ロ
ビ
ー
に
明
る
い
声
が

響
く
。
声
の
主
は
小
松
明
美
さ
ん

（
59
）
＝
新
道
＝
。
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
星
」
の
一
員
と
し
て
、

菊
川
病
院
の
受
け
付
け
補
助
を
し

て
い
る
。

　
「
星
」
が
活
動
を
始
め
た
の
は

平
成
元
年
。「
朝
の
受
け
付
け
は

込
む
の
で
、
患
者
さ
ん
と
病
院
の

お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
」
と
元
看

護
師
や
主
婦
た
ち
が
立
ち
上
げ

た
。
現
在
会
員
は
18
人
。
交
代
で

病
院
に
通
い
、
混
雑
が
ピ
ー
ク
の

８
時
30
分
か
ら
２
時
間
程
度
活
動

し
て
い
る
。

　

代
表
の
杉
山
と
き
え
さ
ん

（
72
）
＝
奥
横
地
＝
は
「
病
院
に

は
本
当
に
お
世
話
に
な
っ
た
か

ら
、
そ
の
お
礼
で
す
」
と
き
っ
か

け
を
語
る
。
さ
ら
に
「
菊
川
病
院

の
お
医
者
さ
ん
は
本
当
に
よ
く
頑

張
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
い
つ

ま
で
も
地
域
の
病
院
と
し
て
存
続

し
て
ほ
し
い
で
す
」
と
も
。

　
「
星
」
だ
け
で
は
な
い
。
プ
ラ

ン
タ
ー
の
花
を
整
備
し
て
く
れ
る

小
笠
高
校
（
内
山
佐
多
子
校
長
、

生
徒
７
０
０
人
）
の
生
徒
や
敷
地

の
草
刈
り
を
し
て
く
れ
る
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
早
川
諭
理

事
長
）
の
会
員
な
ど
、
多
く
の
人

菊川の医療を守りたい
今度はわたしたち市民が救世主

＜特集＞
菊川のカルテ

EPILOGU
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　菊川病院は「病院ボランティア」
に関する意見を募集しています。

「こんな活動ならわたしにもでき
る」「こんな活動があればいいので
は」など、皆さんの前向きな意見や
アイデアをお寄せください。
　また、本誌特集「菊川のカルテ」
に関する意見や感想もお知らせく
ださい。
■郵便の場合
　〒 439-0022
　菊川市東横地 1632
　菊川市立総合病院経営企画室
■電話・ファクスの場合
　☎ 35-2137　　　35-4484
■電子メールの場合
　info@kikugawa-hosp.jp

が
疲
れ
き
っ
て
倒
れ
る
前
に
、
み

ん
な
（
市
民
）
が
知
恵
と
力
を
出

し
合
え
ば
、
必
ず
元
気
な
病
院
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
な
ら
間
に
合
う
。
わ
た
し
た

ち
の
命
を
守
っ
て
き
た
菊
川
病
院

の
救
世
主
は
、
こ
の
特
集
を
読
ん

で
く
れ
た
あ
な
た
だ
。

特
集　

菊
川
の
カ
ル
テ　

完

【
参
考
文
献
】
▼
平
井
愛
山
、
秋
山
美

紀　

地
域
医
療
を
守
れ
「
わ
か
し
お

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
の
提
案
（
岩
波

書
店
）
▼
伊
関
友
伸　

ま
ち
の
病
院
が

な
く
な
る 

地
域
医
療
の
崩
壊
と
再
生

（
時
事
通
信
社
）

【
取
材
・
協
力
】
▼
岩
手
県
藤
沢
町　

畠
山
浩
▼
静
岡
県
川
根
本
町　

小
笠
原

聡
▼
御
前
崎
市　

山
﨑
良

や
団
体
が
病
院
の
運
営
を
支
え
て

い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
住
民
参
加

住
民
も
参
加
す
る
病
院
へ

　

病
院
経
営
が
難
し
い
時
代
に
黒

字
を
続
け
て
い
る
岩
手
県
の
国
保

藤
沢
町
民
病
院
。
一
時
は
二
人
ま

で
減
っ
た
内
科
医
を
、
わ
ず
か
３

年
で
７
人
ま
で
回
復
さ
せ
た
千
葉

県
立
東
金
病
院
。
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
る
二
つ
の
先
進
事
例
に
共
通

す
る
の
は
「
住
民
参
加
」
だ
。 

両
者
が
活
発
に
交
流
す
る
こ
と

で
、
互
い
を
知
り
、
理
解
し
合
う
。

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
る
信
頼
関
係
が

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
る
。

　

菊
川
市
を
含
む
中
東
遠
地
域

は
、
医
師
や
病
床
数
が
全
国
平
均

を
大
き
く
下
回
る
医
療
過
疎
地
。

た
だ
で
さ
え
も
ろ
い
地
域
の
医
療

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
病
院

の
努
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
。

地
域
が
協
働
で
、
し
か
も
本
気
で

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
病
院
は
消
え

て
し
ま
う
。
ま
ず
は
、住
民
が「
自

分
の
病
院
」
と
し
て
運
営
に
参
加

す
る
仕
組
み
が
急
務
だ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が

住
民
と
病
院
を
つ
な
げ
る

　

通
常
、
住
民
が
医
師
や
看
護
師

と
接
す
る
機
会
は
診
療
時
。
こ
れ

だ
け
で
、
良
好
な
関
係
を
築
く
こ

と
は
難
し
い
。

　

わ
た
し
た
ち
住
民
が
で
き
る
こ

と
の
一
つ
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
」
が
あ
る
。
病
院
は
治
療
の
場

だ
け
で
な
く
、
入
院
し
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
生
活
の
場
で
も
あ

る
。
き
れ
い
な
環
境
、
落
ち
着
い

た
空
間
な
ど
快
適
な
病
院
づ
く
り

は
欠
か
せ
な
い
。
専
門
的
な
仕
事

で
な
け
れ
ば
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

手
伝
う
作
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

　

多
く
の
人
が
集
ま
る
病
院
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。
医
師
、
患
者
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
つ
な
が
る
こ
と

は
、
地
域
が
つ
な
が
る
こ
と
で
も

あ
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
住

民
と
病
院
の
つ
な
ぎ
役
だ
。

一
番
簡
単
で
一
番
大
切
な
「
感
謝

の
気
持
ち
」 を
伝
え
る
こ
と

  　　

開
設
以
来
、
60
年
近
く
も
命
の

砦
と
し
て
住
民
を
守
っ
て
き
た
菊

川
病
院
。

　

取
材
を
通
し
、
医
師
が
過
酷
な

勤
務
を
続
け
ら
れ
る
理
由
を
探
っ

た
。
答
え
は
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
守
り
た
い
「
使
命
感
」。
そ

し
て
、
そ
の
使
命
感
を
支
え
て
い

た
の
は
お
金
で
も
な
け
れ
ば
名
誉

で
も
な
い
、
患
者
か
ら
の
「
あ
り

が
と
う
」
だ
っ
た
。

　

菊
川
病
院
の
医
師
や
看
護
師

は
、
わ
が
身
を
顧
み
ず
わ
た
し
た

ち
の
「
命
」
を
守
っ
て
い
る
。「
病

院
が
病
気
」
の
時
代
、
今
度
は
わ

た
し
た
ち
が
病
院
を
守
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
を

支
え
て
い
か
な
け
れ
ば
ら
な
い
。

一
人
は
み
ん
な
の
た
め
に

み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に

　

病
院
開
設
以
来
、
わ
た
し
た
ち

は
多
く
の
こ
と
を
病
院
に
求
め
て

き
た
。
そ
れ
に
応
え
る
た
め
に
病

院
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
フ
ル

稼
働
し
て
き
た
。
一
人
（
病
院
）

は
み
ん
な
（
市
民
）
の
た
め
に
、

能
力
の
限
界
ま
で
走
り
続
け
て
き

た
。

　
「
ワ
ン
・
フ
ォ
ー
・
オ
ー
ル
、オ
ー

ル
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ン
」
と
い
う
言

葉
が
あ
る
。
一
人
は
み
ん
な
の
た

め
に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に

と
い
う
意
味
だ
。
一
人
（
病
院
）

　地域医療をより身近な問題とし
て考えるための市民公開シンポジ
ウムを開催します。
　菊川の医療を守るためにできる
ことは何か参加者全員で考えます。
ぜひ参加してください。

これからの地域医療を考える
～築こう住民・行政・医療者の輪～
開催日時　５月 30 日㈯
　　　　　午後１時～４時
会場　文化会館アエル大ホール

ボランティア

菊川の医療を守るために
皆さんの力を貸してください

イベント

菊川の医療を守るために
シンポジウムを開催します

One for All,All  for One
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下
水
道
は
、
き
れ
い
な
水
へ
の
帰
り
道
で
す

下
水
道
の
接
続
に
ご
協
力
を

　

工
事
期
間
中
、
交
通
規
制
な
ど
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
お
よ
そ
21
・
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
区
域
で
下
水
道
が
供
用
開
始

（
利
用
可
能
）
に
な
る
予
定
で
す
。

　

今
回
の
整
備
区
域
は
図
中
■
■
の
範
囲
（
主
に
上
本
所
自
治
会
の
一
部
や
宮
下
自

治
会
の
一
部
、
白
岩
下
自
治
会
の
一
部
、
西
袋
自
治
会
の
一
部
）
で
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

都
市
計
画
課
下
水
道
庶
務
係
（
☎
35-

０
９
３
３
）

供用開始の図書縦覧を行います
　公共下水道の供用を開始する日や

区域図などの図書を縦覧します。こ

の期間にご確認ください。

日時　３月16日（月）～ 30日（月）

　　　午前８時15分～午後５時

※土･日曜日､祝日を除く

縦覧場所　本庁３階　都市計画課
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水
の
循
環
と
下
水
道
の
役
割

　

わ
た
し
た
ち
の
家
で
使
わ
れ
た
生
活
排
水

は
水
路
か
ら
川
へ
、
そ
し
て
海
へ
と
流
れ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
汚
し
た
水
を
そ
の
ま

ま
流
し
て
い
て
は
、
環
境
は
悪
化
す
る
ば
か

り
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
で
生
活
排
水
を
処
理
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
。
一
般
的
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
４
つ

の
方
法
（
左
図
参
照
）
で
処
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
汚
れ
た
水
の
行
方
を
、
少
し
調
べ
て
み

ま
し
ょ
う
。

切
り
替
え
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

下
水
道
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
区

域
で
は
、
汚
水
を
下
水
道
に
切
り
替
え
る
た

め
の
『
排
水
設
備
工
事
』
を
、
各
家
庭
の
負

担
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
工
事

は
必
ず
市
に
登
録
さ
れ
た
『
排
水
設
備
指
定

工
事
店
』
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
で
は
下
水
道
の
利
用
を
促
進
す

る
た
め
工
事
費
へ
の
補
助
や
受
益
者
負
担
金

の
減
免
制
度
な
ど
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

受
益
者
負
担
金

　

下
水
道
施
設
の
建
設
費
の
一
部
を
負
担
し

て
い
た
だ
く
も
の
で
、
公
共
マ
ス
１
個
に
つ

き
20
万
円
の
負
担
金
を
、
下
水
道
に
接
続
す

る
と
き
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

異
物
は
流
さ
な
い
で

　

す
で
に
下
水
道
を
利
用
し
て
い
る
家
庭
で

は
、
台
所
や
風
呂
、
ト
イ
レ
な
ど
の
排
水
設

備
す
べ
て
が
下
水
道
の
「
入
口
」
で
す
。
台

所
で
油
を
そ
の
ま
ま
流
し
た
り
、
便
器
に
ト

イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
物
（
ガ
ム
、
た

ば
こ
、
紙
お
む
つ
な
ど
）
を
流
さ
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
な
ど
は�

�

管
理
の
徹
底
を

　

飲
食
店
な
ど
で
は
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ス
ト
ラ
ッ
プ

は
油
が
下
水
道
へ
流
入
し
な
い
よ
う
、
定
期

的
な
清
掃
・
点
検
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
管
理
を
し
な
い
と
、
下
水
道
管
や
浄
化

セ
ン
タ
ー
の
施
設
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け

で
な
く
、
施
設
の
復
旧
費
用
を
負
担
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

菊
川
市
の
下
水
道
接
続
率

　

菊
川
市
で
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
４
年
目
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

接
続
率
（
利
用
可
能
な
家
庭
の
う
ち
、
切
り

替
え
工
事
を
行
な
っ
た
割
合
）
は
、
１
月
末

現
在
で
76
・
５
％
に
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
初
め

て
効
果
が
現
れ
る
施
設
で
す
。
早
期
接
続
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　トイレの汚物が一定期間家庭内に蓄積される
とともに、生活排水は処理されずそのまま川や
海に流れています

　トイレ、生活排水すべてが下水道管を通って
浄化センターで処理されるため、浄化槽などが
必要なくなります

くみ取り便所 公共下水道

下水道浄化センター

　トイレ、生活排水などが各家庭で処理される
ため、川や海を汚してませんが、定期的なくみ取
りや点検など、適正な維持管理が各家庭に求め
られます

合併処理浄化槽

合併処理浄化槽

　トイレは各家庭の浄化槽で処理されますが、
適正な維持管理が必要であるとともに、生活排
水は処理されずそのまま川や海に流れています

単独処理浄化槽（し尿浄化槽）

単独処理浄化槽

く
み
取
り
便
所
や
単
独
浄
化
槽
で
は
、

ト
イ
レ
以
外
の
生
活
排
水
が
そ
の
ま
ま

流
れ
出
て
い
る
た
め
、
住
宅
周
辺
の
水

路
で
悪
臭
が
し
た
り
、
川
や
海
の
水
質

悪
化
の
大
き
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
区
域
で
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
下
水
道
の
切
り
替
え
工

事
を
行
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

下水道排水設備工事は指定工事店で

　市の排水設備指定工事店に下記の営業所が加わ

りました。工事は必ず市に登録された「指定工事

店」に申し込んでください。

▶新たに追加となった指定工事店

名称 住　所 電話番号

㈲トヨダパイピング 磐田市高見丘666-3 ☎0538-38-3060
㈱フルカワ 御前崎市御前崎4401-8 ☎0548-63-2263
宮村工業㈱ 榛原郡吉田町神戸3192-3 ☎0548-32-3817
伊藤設備 御前崎市比木433-2 ☎86-5400
㈱メーワテック 浜松市西区志都呂町5556-3 ☎053-448-1584
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菊
川
市
の
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
日
系

社
会
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ブ
ラ
ジ
ル

の
ヴ
ィ
ト
リ
ア
市
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
又
野

で
す
。
今
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
酷
暑
真
っ
盛
り

で
す
。
普
段
か
ら
暑
い
ヴ
ィ
ト
リ
ア
で
す

が
、
最
近
は
そ
の
暑
さ
が
さ
ら
に
強
く
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
暑
さ

に
も
負
け
ず
に
、
近
所
の
公
園
で
は
今
月
末

に
迫
っ
た
カ
ー
ニ
バ
ル
の
た
め
の
練
習
が
行

わ
れ
て
い
て
、
に
ぎ
や
か
な
太
鼓
の
リ
ズ
ム

と
歓
声
が
家
ま
で
届
き
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で

有
名
な
カ
ー
ニ
バ
ル
は
、
リ
オ
・
オ
リ
ン
ダ
・

サ
ル
バ
ド
ー
ル
の
三
大
都
市
で
す
が
、
ヴ
ィ

ト
リ
ア
で
も
カ
ー
ニ
バ
ル
は
行
わ
れ
ま
す
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
い
る
か
ら
に
は
、
一
度
は
参
加

し
て
み
た
い
カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
。
ス
リ
に
気

を
付
け
て
行
っ
て
こ
よ
う
か
な
、
と
計
画
し

て
い
ま
す
。

　

今
日
は
わ
た
し
の
仕
事
に
つ
い
て
、
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
日
系
日
本
語
学
校

教
師
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
わ
た
し
は
、
ヴ
ィ

ト
リ
ア
日
本
語
モ
デ
ル
校
で
日
本
語
教
師
を

し
て
い
ま
す
。
こ
の
学
校
は
、
か
つ
て
日
系

人
の
子
弟
や
日
本
企
業
の
駐
在
員
の
子
弟
の

た
め
の
日
本
人
学
校
で
し
た
が
、
20
年
ほ
ど

前
に
日
本
語
学
校
と
し
て
、
地
域
の
非
日
系

人
に
も
日
本
語
を
教
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

柔
道
や
剣
道
を
習
っ
て
い
る
延
長
で
日
本
語

を
習
い
始
め
た
人
、
日
本
文
化
（
特
に
マ
ン

ガ
や
ア
ニ
メ
）
に
興
味
が
あ
る
人
、
そ
し
て

日
本
へ
の
留
学
を
希
望
し
て
い
る
人
な
ど
、

動
機
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
皆
さ
ん
日
本
語

に
興
味
を
持
っ
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
は
文
字
が
独
特
（
ひ
ら
が
な
と
カ

タ
カ
ナ
）
で
、
彼
ら
に
は
そ
れ
が
絵
の
よ
う

に
見
え
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
一
つ
一
つ
に

意
味
が
あ
る
漢
字
も
魅
力
的
だ
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
曲
線
の
文
字
で
あ
る
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
真
っ
直
ぐ
な

線
が
書
け
な
く
て
、
ど
う
し
て
も
丸
っ
こ
い

可
愛
い
字
に
な
っ
て
し
ま
う
の
が
微
笑
ま
し

い
で
す
。

　

会
話
が
あ
る
程
度
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
と
、
だ
ん
だ
ん
『
文
化
の
差
に
よ
る
間

違
い
』
が
出
て
き
ま
す
。
例
え
ば
お
菓
子
を

１.�　日系日本語学校のマスカ

レニャス・デ・モライス校

での授業風景

２.�「こどもの日」にちなんだ

折り紙交流会で児童と一緒

に記念撮影

言葉は人と人との関係を
築くためのツールです

No.14　又野菜々子

菊川っ子の
国際貢献Nanako Matano

一丁目出身
平成19年７月から日系社会ボ
ランティアとして、南米ブラ
ジルのヴィトリア市で日系日
本語学校の教師を務めている。

示
し
て
、「
あ
な
た
は
こ
れ
が
ほ
し
い
で
す

か
」
と
聞
い
て
き
ま
す
。
意
味
は
伝
わ
り
ま

す
し
、
文
法
上
お
か
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。
で
す
が
、
こ
れ
を
実
際
に
言
わ
れ
た
ら

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
不
自
然
だ
と
感
じ
ま
す

よ
ね
。
ち
ょ
っ
と
失
礼
だ
と
も
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
は
ど
う
し
て
お
か
し
い

の
か
、
ど
う
言
う
べ
き
な
の
か
、
分
か
り
や

す
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
と
て
も
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で

訂
正
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
実
際
に
日
本
で

会
話
を
す
る
と
き
に
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
て

し
ま
う
で
し
ょ
う
。
言
葉
は
人
と
人
と
の
関

係
を
築
く
た
め
の
ツ
ー
ル
で
す
か
ら
、
ト
ラ

ブ
ル
の
元
に
な
る
な
ん
て
絶
対
に
駄
目
だ
と

思
っ
て
、
よ
り
よ
い
教
え
方
を
考
え
て
い
ま

す
。
マ
ン
ガ
な
ど
で
仕
入
れ
た
日
本
語
を
う

れ
し
そ
う
に
披
露
し
て
く
れ
る
生
徒
も
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
は
乱
暴
な
言
葉
だ
か
ら
駄

目
で
す
、
と
釘
を
さ
す
こ
と
も
多
い
で
す
。

　

わ
た
し
も
彼
ら
の
言
葉
で
日
本
語
の
面
白

さ
・
不
思
議
さ
に
気
付
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

わ
た
し
は
日
本
語
を
教
え
て
、
彼
ら
は
わ
た

し
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
教
え
て
く
れ
て
、
と

き
に
は
珍
回
答
も
飛
び
出
し
て
、
毎
日
楽
し

く
授
業
を
し
て
い
ま
す
。

1

2

A
Country
Road

222009.３月号 きくがわ広 報



引き続きごみ減量、分別の徹底に
ご協力をお願いします

　各自治会への「ごみ減量説明会－ごみを減らす暮
らし－」に、多くの皆さんの出席ありがとうござい
ました。
　説明会で、皆さんにごみの減量や分別の徹底、「３
つのＲ・リデュース（ごみになる量を減らす）・リ
ユース（ごみにしないで再利用する）・リサイクル（資
源や原材料として再利用する）」の推進をお願いし
たところ、環境資源ギャラリーへの搬入量は前年度
に比べ、減少しています。
環境資源ギャラリーへの搬入量（総排出ごみ量）
　平成20年度12月　6，957.2t
� 前年度同月比　107.7ｔ減（1.52％減）
　これは、市民一人一人が日ごろからごみ減量に感
心を持ち、積極的に３Ｒの行動をしている結果です。
しかし、まだまだステーションに出されるごみ袋の
中に、紙類などリサイクルできるものが混入されて
います。

　そのため、古紙類の受け取りを３月１日から環境保
全センターに加えて、赤土リサイクルステーションで
も、開始しましたので、ぜひ利用してください。
　また、ごみ袋に捨てる前にリサイクルに出せるもの
かどうか一度確認し、リサイクルできるものはリサイ
クルに出してください。その少しの行動で、家庭から
出るごみの量を減らすことができるのです。

リサイクル品の無料受け取りについて
■環境保全センター（三沢・棚草）

受取時間　平日、土・日曜日　午前９時～正午
　　　　　※祝日、年末年始は除く。

受け取るもの　新聞紙、雑誌、ダンボール、雑がみ（お
菓子箱・ティッシュの箱など）、牛乳パック、アルミ缶、
スチール缶、蛍光管、水銀入り温度計・体温計
問合せ　環境保全センター（☎35-2065）
■赤土リサイクルステーション（赤土）

受取時間　午前８時～午後５時
　　　　　※365日受け取り可能

受け取るもの　びん、アルミ缶、スチール缶、ペット
ボトル、プラスチック製容器包装、白色トレイ
▶３月から下記の受取品目を追加しました
　新聞紙、雑誌、ダンボール、雑がみ

　大規模地震は、いつどこで起こるか分かりません。特に、家族
がバラバラになってしまう可能性の高い平日の昼間の行動など、
地震が起きる前に家族で話し合いをしておくことが大切です。会
社や学校、家など自宅以外の場所での避難方法や家族の集合場所
（自治会の公民館、公会堂など）をあらかじめ決めておきましょう。
　災害発生後は、電話がつながりにくい状態になることが予想さ
れます。その場合は、ＮＴＴの「災害用伝言ダイヤル（171）」を
使って、自分の安否情報を登録すると、家族はその安否を確認す
ることができます。電話で171をダイヤルし、音声に従って伝言
の録音や再生を行うことができます。毎月１日には災害用伝言ダ
イヤル（171）の模擬体験ができるので、利用してみるとよいで
しょう。災害が発生してからは、あわて
ずに落ち着いた行動をとることが求め
られます。もう一度家族で話し合いをし、
災害に備えましょう。

問合せ　安全課防災係（☎35-0923）

第12回

１月号の広報クイズには12人の応募があり、全員正解。　答えは「平成21年１月25日」でした。

問合せ　環境推進課環境推進係（☎35-0916）

地震防災
掲示板

File11

家族で話し合いを！
正解者の中から１人に「アロエ麺セッ

ト」が当ります。

　ハガキに、答えとあなたの住所・氏名・

年齢・電話番号と身近な出来事や広報を読

んで感じたことなどがありましたら、書き

添えて企画政策課までお送りください。

●あて先

〒439-8650　菊川市堀之内61番地

� 菊川市役所企画政策課　まで

●締め切り

平成21年３月27日（金）の消印まで有効

菊川病院は何年に開院

したでしょうか？
広報
クイズ

提供：南風園　協力：市観光協会

わがまち
の

� 環境は今
‼
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１
月
27
日
、
小
笠
東
小
学
校
で
、

生
産
者
と
児
童
た
ち
が
交
流
を
深

め
る
「
ふ
る
さ
と
給
食
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
芽
キ
ャ
ベ
ツ
を
生
産

し
て
い
る
森
下
兼か
ね

雄お

さ
ん
が
同
校

を
訪
れ
、
５
年
２
組
の
児
童
25
人

と
一
緒
に
給
食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
下
さ
ん
が
芽

キ
ャ
ベ
ツ
の
実
物
を
使
っ
て
特
徴

を
説
明
。
そ
の
後
、
児
童
と
森
下

さ
ん
は
芽
キ
ャ
ベ
ツ
入
り
の
ク

リ
ー
ム
煮
な
ど
、
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
給
食
を
お
い
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

｢ふるさと給食｣ を実施
生産者と児童が一緒に給食

　

１
月
31
日
と
２
月
１
日
の
両
日
、

第
４
回
書
初
展
が
市
民
総
合
体
育

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
園
児
か
ら

高
校
生
・
一
般
の
幅
広
い
年
代
か

ら
集
ま
っ
た
全
２
２
５
０
点
を
展

示
。「
ひ
の
で
」
や
「
も
ち
つ
き
」

な
ど
新
春
に
ち
な
ん
だ
題
目
を
力

強
く
書
き
上
げ
た
作
品
が
並
び
、

訪
れ
た
家
族
連
れ
な
ど
を
楽
し
ま

せ
ま
し
た
。

　

２
月
１
日
に
は
、
特
別
賞
に
選

ば
れ
た
60
点
の
表
彰
式
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
特
別
賞
に
輝
い
た
作
品

は
、
３
日
か
ら
15
日
ま
で
中
央
公

民
館
で
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

第４回書初展が開催
全2250点の力作が並びました

森下さん（右上）を囲んで給食を楽しむ児童たち

　

２
月
１
日
、
国
指
定
重
要
文
化

財
「
黒
田
家
代
官
屋
敷
」
で
長
屋

門
フ
ェ
ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
３
月
１
日
ま
で
無
料

開
放
さ
れ
て
い
る
黒
田
家
代
官
屋

敷
の
梅
祭
り
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン

ト
。
初
日
と
な
っ
た
こ
の
日
は

１
５
０
０
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

長
屋
門
前
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

節
分
の
豆
ま
き
や
地
元
の
14
団
体

に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
梅
園
に
は
13
種
類
１
８
０

本
の
梅
が
満
開
に
咲
き
誇
り
、
訪

れ
た
人
た
ち
は
梅
の
香
り
と
地
元

の
お
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

長屋門フェスタ2009
満開の梅とお祭りを楽しむ

豆まきで長屋門フェスタが開幕

素晴らしい作品が並びました

場広
みんなの
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２
月
９
日
と
10
日
の
両

日
、
市
役
所
で
市
内
の
飲

食
業
者
な
ど
を
招
い
た

「
ガ
レ
ッ
ト
パ
ー
テ
ィ
」が

開
催
さ
れ
、
計
13
店
舗
か

ら
23
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
今
年
10

月
に
開
催
さ
れ
る
国
民

文
化
祭
で
発
表
す
る
ガ

レ
ッ
ト
※
を
味
わ
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
さ
ま
ざ
ま

な
食
材
を
具
に
入
れ
た
試

食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
食

の
プ
ロ
た
ち
が
意
見
交
換

を
し
、
菊
川
名
物
に
向
け

た
ガ
レ
ッ
ト
の
改
良
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ガレットパーティを開催
菊川ガレットを名物料理に

さまざまな食材で試食をかさねる参加者たち

　

２
月
１
日
、
中
央
公
民

館
で
認
知
症
高
齢
者
地
域

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進

事
業
「
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
が
開
か
れ
、

医
療
や
福
祉
・
介
護
従
事

者
な
ど
お
よ
そ
１
１
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
市
立
総
合

病
院
の
原
田
正ま
さ

美み

さ
ん
が

今
後
の
認
知
症
施
策
の
方

向
性
や
認
知
症
医
療
の
現

状
を
報
告
。
後
半
は
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

認知症高齢者を支援
認知症への理解を深めよう

基調講演をする市立総合病院医療福祉支援課長の原田正美さん

２
１ 節分まつりが開催されました

　第20回町部地区節分
まつりが堀之内体育館
で開催され、およそ
300人が参加。じゃん
けんゲームや豆まき、
もち投げなどで参加者
たちは楽しみました。

２
８ 市民による楽しいステージ

　第14回グリーンガー
デンコンサートが開催
され、市内の保育園や
小・中学校など15団体
が参加。吹奏楽やダン
スなど、楽しいステー
ジを繰り広げました。

２
12 高校総体・国体出場を報告

　第58回全国高等学校
スキー大会及び第64
回国民体育大会冬季
大会スキー競技会に、 
田
た

力
ぢから

武
たけ

将
まさ

さん（小笠
高２年）が出場しました。

２
18・24

 将来を見据えた資金術を伝授

　男女共同参画推進講
座が開催され、市内か
ら計35人が参加。ファ
イナンシャルプラン
ナーの安藤絵

え

理
り

さんを
講師に招き、子育てや
老後の資金術などの講
話がされました。

２
23 働きやすい経営環境を構築

　農業経営者が、働き
やすい経営環境を目指
す家族経営協定の締結
式が行われました。
ファーミングプランの
会の家族６組が調印し
ました。

※ガレット：フランスブルターニュ地方の郷土料理。そば粉を使った生地にさま
ざまな食材を包んで食べる。現在、生地にお茶を混ぜたり、地場産品をふんだん
に使用した「きくがわガレット」を研究中。

Ｐhoto －KIKUGAWA－

ＳＷＥＮ
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固定資産に関する資料の縦覧･ 閲覧ができます

　４月１日（水）から土地と家屋の「価格等縦覧帳簿」の縦覧と「固
定資産課税台帳」の閲覧を行います。登録されている内容を来庁のう
え、お確かめください。
期間　４月１日（水）～６月１日（月）午前８時15分～午後５時　
　　　※土・日曜日と祝日は除く

●土地及び家屋価格等縦覧帳簿による縦覧

　固定資産税の納税者は、縦覧帳簿で納税している土地や家屋と、市
内にあるほかの土地や家屋の評価額とを比較することができます。
縦覧場所　本庁税務課
対象　土地または家屋の納税者及び同一世帯の家族
※土地・家屋とも所有者の氏名や住所は記載されていません。代理人

は対象者の委任状が必要です。

●固定資産課税台帳の閲覧

　固定資産課税台帳を確認することができます。
閲覧場所　本庁税務課または小笠支所市民福祉課
対象　その土地または家
屋の所有者及び同一世帯
の家族、納税管理人、借
地・借家人など
※代理人は対象者の委任

状が必要です。

問合せ　税務課資産税係
（☎35-0913）

表紙をリニューアルしました

　今まで以上に多くの人に読まれ、親しまれる「広報きくがわ」を目
指して本号から表紙をリニューアルしました。
　今後もより充実した広報紙づくりに努めてまいります。
問合せ　企画政策課秘書情報係（☎35-0924）

海外で活躍するボランティア

JICA「体験談＆説明会」開催
　国際協力機構（ＪＩＣＡ）は、
世界の開発途上国で現地の人々と
同じ生活をしながら、共に働き国
づくりに貢献するボランティア
（青年海外協力隊・シニア海外ボ
ランティア）を募集しています。
　下記の日程で「体験談＆説明会」
を開催します。
日程 時間 会場

４月11日
（土）

午後２時～
多文化共生センター
（浜松市中区砂山町）

４月17日
（金）

午後６時30分～
男女共同参画センターあざれあ
（静岡市駿河区馬渕）

４月25日
（土）

午後２時～
三島市文化会館
（三島市一番町）

４月26日
（日）

午後２時～
男女共同参画センターあざれあ
（静岡市駿河区馬渕）

申込・問合せ　ＪＩＣＡ中部セン
ター（☎052-702-1391 http://jica.
go.jp）

富士山静岡空港開港を記念

地元感謝デーを開催します
　富士山静岡空港建設へのご協力
に対する感謝の意を込めて、地元
感謝デーを開催します。
※自家用車（二輪車を除く）での

来場はできません。

日時　３月20日（金）
　　　午前10時～午後４時
会場　富士山静岡空港
内容　ステージイベント、PR・
飲食ブース、滑走路一部開放など
来場方法　シャトルバスまたは金
谷駅からウォーキングコース（片
道約４キロ）の案内がありますの
で、ご利用ください。
●シャトルバスのご案内

発着地　菊川市役所本庁舎前
　　　　中央公民館
運行時間　午前８時30分から
　　　　（およそ20分間隔で運行）
※�発着地の駐車場には限りがあり

ます。

問合せ　商工観光課工業企業立地
係（☎35-0936）、県空港部総務室
（☎054-221-3228）

ふるさと菊川を守る消防団員

平成21年度市消防団入退団式
日時　４月５日（日）
　　　開式：午前９時
会場　市民総合体育館
問合せ　市消防本部消防総務課消
防団係（☎35-3282）

家族みんなでお出掛けください

「子ども映画会」を開催します
日時　３月31日（火）
　　　午後１時30分～
会場　小笠児童館
内容　「ドラえもん」ほかアニメ
※申込不要、直接会場へ

問合せ　小笠児童館（☎73-5698）

その他
犬・猫の飼い主の皆さんへ

引取場所が変更になります
　現在、実施している飼い主から
の犬・猫の引取場所が変更になり
ます。これまで、市役所本庁南側
で実施していましたが、４月から
西部健康福祉センター掛川支所
（掛川市金城）になりますので、
ご注意ください。なお、飼い主の
いない犬・猫は今までどおり市役
所本庁南側で引き取りを行います。
問合せ　西部保健所衛生薬務課　
　　　　（☎0538-37-2245）

お詫び：�３月のお知らせ号６ページの『市民カレンダー』「20 日（金）0・1・2 歳おはなし会」
は実施されません。お詫びし訂正させていただきます。

お 知 ら せ 掲 示 板お 知 ら せ 掲 示 板 INFORMATION募集　相談　保健　催し　その他
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募 集
臨時職員雇用希望の皆さんへ

臨時職員の登録を受付します
　市役所が行う業務の一時的な増
加に対応するため、臨時職員など
を雇用することがあります。その
雇用を円滑・迅速に行うとともに、
雇用機会の拡大を図るため登録の
受け付けをします。登録した人に
は、臨時職員などの補充が必要に
なったときに相談のうえ勤務をお
願いすることになります。
職種　一般事務、保育園・幼稚園
の補助員、給食調理員、放課後児
童クラブ指導員など
申込・問合せ　市販の履歴書に記
入のうえ、総務課人事研修係（☎
35-0921）へ
一緒に空手を楽しみませんか

空手道教室生徒を募集します
日時　５月から６月の毎週水曜日
と金曜日　午後７時15分～８時30
分（全16回）
会場　小笠高校武道場・市民総合
体育館・西方空手道場
対象　小学生以上の男女
参加料　2,000円（初日に集金）
申込・問合せ　４月30日（木）ま
でに市体育協会事務局（市民総合
体育館内☎73-0115）へ
奉仕活動に興味のある皆さん

赤十字奉仕団員を募集します
　奉仕活動をとおして地域との輪
を広げてみませんか。興味のある
人をお待ちしています。
主な活動　献血ＰＲ、自主防災訓
練の参加、高齢者施設奉仕活動、
社会福祉施設奉仕活動、視察研修
など
※男女問いません。

申込・問合せ　赤十字奉仕団 委
員長 山口（☎36-4065）、副委員
長 斉能（☎73-2145）

市営住宅に入居希望する人へ

平成21年度入居待機者を募集
募集団地　①上本所団地　②長池
団地　③赤土団地
※現在すぐに住める空家があると

いうことでなく、公開抽選によ

り待機者の順位を決定するもの

です（待機者の有効期限：平成

22年３月31日）。

応募資格

次の条件をすべて満たす人
●現在、同居または同居しようと

する親族がある人（60歳以上の
人などは単身でも可）

●市内在住または在勤者
●現在、住宅に困窮していること

が明らかな人
●国税や地方税を滞納していない

人
●近隣市町内に２人の連帯保証人

のいる人（入居者と同等以上の
収入を有する保証能力のある人）

●所得が月額15万8,000円以下の
人

●自治会活動に参加できる人
●申込者および同居親族が暴力団

員でない人
受付期間　４月６日（月）～10日（金）
抽選日時　４月17日（金）午前10時
抽選会場　市役所本庁201・202会
議室
申込・問合せ　施設管理課管財係
� （北館内☎35-0919）

防衛省職員採用試験を実施

予備自衛官補を募集します
職種　予備自衛官補
試験日　４月19日（日）～21日（火）
応募期限　４月14日（火）
応募資格

一般：18歳以上34歳未満
技能：18歳以上で国家免許資格な
どを有する人
申込・問合せ　詳しくは自衛隊静
岡地方協力本部募集課（☎054-
261-3151）

国家公務員を目指す皆さんへ

国家公務員採用試験のご案内
　人事院は平成21年度中に次の採
用試験を行います。受験案内や申
込書は郵便でも請求できます。
受付期間

●Ⅰ種　４月１日（水）～８日（水）
●Ⅱ種　インターネット：４月11
日（土）～ 15日（水）　郵送・持参：

４月13日（月）～ 22日（水）
●Ⅲ種　６月23日（火）～30日（火）
受験案内などの配布開始日

●Ⅰ種・Ⅱ種　配布開始済
●Ⅲ種　５月11日（月）
申込・問合せ　人事院中部事務局 
（☎052-961-6838 http://www.
jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

催 し
健康のためにウォーキング

「地元を歩こう会」を開催

　市では、地区センターや構造
改善センター、公民館を中心に
ウォーキングコースが設定され
ています。このコース（４～５
km）を月に１回、健康のために
歩いてみませんか。
日程

日程 集合場所
４月１日（水） 町部地区センター
５月１日（金） 嶺田構造改善センター
６月１日（月） 河城地区センター
７月１日（水） 河東構造改善センター
９月１日（火） 内田地区センター
10月１日（木） ひらかわ会館
11月２日（火） 横地地区センター
12月１日（火） 布引原北公民館
平成22年１月４日（月）プラザけやき南側駐車場
平成22年２月１日（月）小笠保健センター
平成22年３月１日（月）加茂地区センター

持ち物　水筒・帽子・タオル・参
加カード・雨具（必要に応じて）
※参加カードは、初回に参加した

際にお渡しします。次回以降、

ご持参ください。

※申込不要。午前９時までに歩き

やすい服装で集合場所に来てく

ださい。

問合せ　地元を歩こう会 会長 伊
藤（☎35-3219）

お詫び：３月のお知らせ号６ページの『健康カレンダー』「17 日（火）に実施する１歳６か月児健診
の対象」に誤りがありました。正しくは、「小笠地域の平成 19 年７・８月生」です。お詫
びし訂正させていただきます。

お 知 ら せ 掲 示 板お 知 ら せ 掲 示 板 INFORMATION募集　相談　保健　催し　その他
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２
月
25
日
、
き
く
が
わ
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
で
「
ふ
た
ご
ち
ゃ
ん
、
こ
ん

に
ち
は
‼
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
市

内
外
の
双
子
の
未
就
園
児
親
子
５
組
が

参
加
し
、
お
ひ
な
さ
ま
ご
っ
こ
で
ひ
と

足
早
い
ひ
な
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
お
母
さ
ん
た
ち
が
色
紙

で
扇
子
や
し
ゃ
く
、
え
ぼ
し
な
ど
を
工

作
。
完
成
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち
は
色

ビ
ニ
ー
ル
で
作
っ
た
十
二
単
や
袴は

か
まを

身

に
ま
と
い
、
段
ボ
ー
ル
製
の
屏

び
ょ
う

風ぶ

の
前

で
親
子
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

男
の
子
も
女
の
子
も
お
内
裏
さ
ま
と
お

ひ
な
さ
ま
の
気
分
を
満
喫
し
、
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

ひと足早いひな祭りを満喫
おひなさまごっこを楽しむ

　

２
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で
第
２

回
市
み
ど
こ
ろ
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
グ
ラ

ン
プ
リ
を
は
じ
め
各
賞
の
受
賞
者
が

出
席
し
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
全
１
７
５
作
品

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
グ
ラ

ン
プ
リ
な
ど
19
作
品
が
入
賞
し
ま
し

た
。
ブ
ラ
ン
プ
リ
に
輝
い
た
の
は
、

牧
野
光み

つ

伸の
ぶ

さ
ん
（
浜
松
市
）。
画
題

は
「
丹
野
池
公
園
の
春
」。
桜
の
ピ

ン
ク
色
と
水
面
の
水
色
で
、
春
の
丹

野
池
を
絶
妙
な
バ
ラ
ン
ス
で
表
現
さ

れ
た
作
品
で
す
。

　

全
作
品
の
展
示
は
、
中
央
公
民
館

で
３
月
16
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

菊川の素晴らしさを再発見
市みどころフォトコンテスト

　

２
月
14
日
と
15
日
の
両
日
、

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
シ
ア
タ
ー
「
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ
21
」
が
文
化
会
館
ア
エ
ル
で
公

演
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
日
間
で
計

１
０
０
０
人
が
訪
れ
、
手
作
り
の
ス

テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
と
な
る
今
回
の
公
演
は

「
ジ
ュ
ウ
シ
チ
ネ
ン
ゼ
ミ
」
と
題
し
、

17
年
に
一
度
し
か
現
れ
な
い
セ
ミ
を

め
ぐ
る
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
市
内
外
の

小
学
生
か
ら
50
代
ま
で
の
35
人
の
団

員
が
脚
本
か
ら
創
り
あ
げ
た
感
動
の

ス
テ
ー
ジ
に
、
詰
め
掛
け
た
観
客
か

ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
。

地域住民によるミュージカル
「ＳＴＡＧＥ21」が公演開催

かわいらしいお内裏さまとおひなさま

受賞作品の前で記念撮影する牧野さん
グランプリ受賞作品（左下）

２年ぶりの公演で力いっぱいの演技を披露
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